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特集 ● 2026年１月１日施行　
　下請法は「取適法」に変わりました！
● “つぎんちゅ”がつなぐ！地域のミライ
　～令和７年度事業承継啓発月間報告～
● バリアフリー教室・移動等円滑化評価会議
　 沖縄分科会の開催



本誌のタイトルについて 群星（むりぶし）とは、沖縄の方言で「昴星（すばるぼし）」のことで「ぶりぶし」、「むるぶし」とも呼ばれます。

年 頭 の ご 挨 拶
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内 閣 府 だ よ り

な か ゆ く い

お 知 ら せ①

お 知 ら せ②

内閣府沖縄総合事務局長　小八木　大成

沖縄歴史の散歩道  Vol.22

下請法は「取適法」に変わりました !

“つぎんちゅ”がつなぐ！地域のミライ　～令和７年度事業承継啓発月間報告～

バリアフリー教室・移動等円滑化評価会議沖縄分科会の開催

子どもたちと考える日本の未来「財政教育プログラム」を宮古島で開催 !

地方公共団体の財務状況把握に関する勉強会
～団体の財務状況分析や収支改善取組事例を紹介～を開催しました！

サーキュラーエコノミーの普及啓発に向けた取組
「第 49回沖縄の産業まつり」、「おきなわアジェンダ 21県民環境フェア in なは」、
「沖縄管内におけるサーキュラーエコノミー普及・啓発セミナー」

沖縄初 ! スマート農業技術活用促進法に基づく計画の認定証授与式を開催しました。

「沖縄黒糖」が地理的表示 (GI) に登録されました !　

県内自慢の牛が一堂に！第 51回沖縄県畜産共進会開催

外食店で提供される米飯の「産地情報」について

沖縄で有機藻類の認証を取得した島酒家

軌道の運転無事故表彰並びに運転関係従事員表彰を実施しました！

マフラーなど不正改造された二輪車を取り締まる深夜街頭検査を実施しました！

令和 7年度補正予算に 289億円を計上

おしごと紹介・採用担当のひとこと

沖縄県内事業者のための支援情報　企業の賃上げをサポートします！

沖縄国際洋蘭博覧会 2026開催のお知らせ
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表
紙
写
真

　
表
紙
の
写
真
は
、「
本
部
町
八
重
岳
の

桜
」で
す（
令
和
５
年
２
月
４
日
撮
影
）。

　
沖
縄
の
寒
緋
桜
は
、例
年
１
月
中
旬
か

ら
２
月
上
旬
ご
ろ
に
見
頃
を
迎
え
ま
す
。

八
重
岳
で
は
こ
の
時
期
に
、日
本一早
い
桜

ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
、多
く
の
人
が
花
見

に
訪
れ
ま
す
。沖
縄
本
島
で
２
番
目
に
高

い
標
高
４
５
３・４
メ
ー
ト
ル
の
八
重
岳

は
、麓
か
ら
頂
上
ま
で
４
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

に
も
わ
た
り
寒
緋
桜
の
並
木
が
続
い
て
お

り
、ゆ
っ
く
り
ド
ラ
イ
ブ
し
な
が
ら
花
見
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
私
の
お
す
す
め
の
場
所
は
、中
腹
に
あ

る「
八
重
岳
桜
の
森
公
園
」と
、頂
上
手
前

に
あ
る「
山一面
桜
の
ス
ポ
ッ
ト
」で
す
。表

紙
の
写
真
は
、八
重
岳
桜
の
森
公
園
で
家

族
と
お
昼
を
食
べ
な
が
ら
、ゆ
っ
く
り
公
園

を
散
策
し
た
と
き
に
撮
っ
た
も
の
で
す
。

頂
上
手
前
に
あ
る
山一面
桜
の
ス
ポ
ッ
ト
は

特
に
圧
巻
で
、近
く
の
駐
車
場
に
車
を
止

め
て
、頂
上
付
近
を
散
策
し
な
が
ら
毎
年

た
く
さ
ん
写
真
を
撮
っ
て
い
る
ス
ポ
ッ
ト

で
す
。み
な
さ
ん
も
ぜ
ひ
、八
重
岳
で
桜
の

花
見
を
楽
し
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。北部

ダ
ム
統
合
管
理
事
務
所 

平
良
茜

January  -February423号



　令和８年の新春を迎え、謹んでお慶びを申し上げます。
　昨年の我が国を振り返りますと、一昨年からのコメ不足や物価高の問題などが引
き続く中、10 月には憲政史上初となる女性総理が誕生したことは、記憶に新しいと
ころであり、新しい時代の到来を感じる出来事でありました。
　沖縄では、返還されたキャンプ瑞慶覧西普天間住宅地区跡地において、今後の基
地跡地利用のモデルケースとなる沖縄健康医療拠点の整備が進められ、琉球大学病
院が開院し、同大学医学部が開学しました。ほかにも、コロナ禍を乗り越え沖縄の
観光が好調に推移している状況の中、北部地域における新たなテーマパークの開業
もあり、素通り観光の改善、北部での滞在時間増、宿泊や飲食などの地元関連産業
への波及効果、北部周遊需要が高まることが期待されているところです。これらを
始めとした官民の様々な取組が実を結び、沖縄がなお一層の発展を続けていくこと
を期待しております。
　令和元年 10 月に焼失した首里城については、現在、本年秋の完成を目指して復
元整備を進めているところです。昨年７月には外壁等の塗装が完了したことに伴い、
これまで正殿を覆っていた「素屋根」が解体され、約６年ぶりに首里城正殿が姿を
現しました。往時の輝きを取り戻した首里城正殿の姿を是非ご確認いただきたいと
思います。また、復元整備に当たっては来園者の皆様に満足していただくため、「見
せる復興」をテーマとして取り組んでおります。正殿復元整備を行っている「今」
しか見ることのできない、日々変わりゆく正殿の姿をご覧いただきたいと思います。
　沖縄は、亜熱帯地域に属し一年を通じ温暖な気候である自然的事情や、広大な海
域に囲まれアジアの玄関口に位置する地理的事情のほか、全国一高い出生率や全国
よりも高い開業率など、他県にはない優位性、潜在力を有しています。沖縄総合事
務局としましては、沖縄のポテンシャルが十分に発揮され「強い沖縄経済」が実現
するよう、本年も職員一丸となり全力で職務に取り組んでまいります。引き続き県
民の皆様のご支援をお願い申し上げます。
　本年が皆様にとりまして、幸多き一年となりますよう心から祈念し、私の年頭の
挨拶とさせていただきます。

内閣府沖縄総合事務局長
小八木 大成
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の

上里 隆史
（うえざと・たかし）

　
沖
縄
本
島
以
外
に
あ
る
琉
球
王
国
時
代

の
伝
統
建
築
の
中
で
、
特
異
な
性
格
を
持

つ
の
が
伊
是
名
島
の
銘
苅
家
住
宅
で
す
。

銘
苅
殿
内
と
も
呼
ば
れ
た
こ
の
住
宅
は
本

瓦
葺
き
の
木
造
建
物
で
、
母
屋
と
ア
サ
ギ

（
離
れ
座
敷
）、
家
畜
小
屋
な
ど
か
ら
な
り
、

ヒ
ン
プ
ン
や
屋
根
付
き
の
門
、
石
積
み
の

屋
敷
囲
い
も
備
え
た
造
り
で
す
。
現
在
の

も
の
は
１
９
０
６
年
（
明
治
39
）
に
建
て

替
え
ら
れ
た
も
の
で
す
が
、
琉
球
の
上
流

階
級
の
建
築
様
式
を
伝
え
る
も
の
で
す
。

　
銘
苅
家
は
「
夫
地
頭
」
と
い
う
地
方
役

人
に
代
々
就
い
て
い
ま
し
た
が
、
尚
円
王

の
叔
父
を
初
代
と
し
王
家
に
連
な
る
血
筋

で
し
た
。
通
常
、地
方
行
政
の
ト
ッ
プ
（
い

わ
ば
村
長
）
は
百
姓
身
分
で
あ
る
「
地
頭

代
」
で
、
夫
地
頭
は
そ
の
部
下
に
す
ぎ
ま

せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
銘
苅
家
だ
け
は
他

の
夫
地
頭
と
異
な
り
譜
代
の
士
族
で
あ
り
、

そ
の
身
分
は
地
頭
代
よ
り
上
だ
っ
た
の
で

す
。
銘
苅
家
は
実
際
の
行
政
に
た
ず
さ
わ

る
と
い
う
よ
り
は
王
族
の
墓
で
あ
る
伊
是

名
の
玉
御
殿
の
祭
祀
や
儀
礼
を
執
り
行
う

役
割
を
担
っ
て
い
ま
し
た
。
住
宅
も
そ
う

し
た
地
位
を
反
映
し
た
も
の
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
一
方
で
石
垣
島
に
は
宮
良
殿
内
が
あ
り
、

王
国
時
代
、宮
良
家
は
石
垣
島
行
政
の
ト
ッ

プ
だ
っ
た
頭
職
を
つ
と
め
た
家
で
し
た
。

そ
の
住
宅
の
規
模
は
大
き
く
、
石
積
み
の

屋
敷
囲
い
と
屋
根
付
き
の
四
脚
門
、
ヒ
ン

プ
ン
を
供
え
た
赤
瓦
葺
き
の
建
物
で
、
１

８
１
９
年
頃
に
建
て
ら
れ
た
と
い
い
ま
す
。

一
番
座
か
ら
は
琉
球
石
灰
岩
が
並
ぶ
枯
山

水
庭
園
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
は

首
里
か
ら
わ
ざ
わ
ざ
庭
師
を
呼
ん
で
作
ら

せ
た
と
伝
わ
り
ま
す
。

　
首
里
の
士
族
屋
敷
に
も
劣
ら
な
い
立
派

な
屋
敷
で
、
頭
職
の
家
に
ふ
さ
わ
し
い
造

り
と
言
え
ま
す
が
、
首
里
王
府
は
こ
れ
を

問
題
視
し
ま
し
た
。
１
８
７
５
年
、
宮
良

殿
内
の
豪
華
な
造
り
は
身
分
不
相
応
と
し

て
赤
瓦
葺
き
か
ら
茅
葺
き
へ
の
建
て
替
え

が
命
じ
ら
れ
た
の
で
す
。
琉
球
の
時
代
に

は
「
敷
地
家
屋
制
限
令
」
が
あ
り
、
先
島

の
士
族
は
首
里
・
那
覇
の
士
族
と
は
同
列

に
扱
わ
れ
ず
、
家
譜
（
家
系
記
録
）
の
所

持
を
許
さ
れ
た
の
も
遅
れ
、
一
族
を
表
す

氏
の
名
乗
り
も
、
本
島
が
一
字
姓
（
毛
、

馬
な
ど
）
な
の
に
対
し
二
字
姓
（
忠
導
、

松
茂
な
ど
）
で
し
か
許
さ
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
宮
良
殿
内
が
再
び
瓦
葺
き
に
戻
さ
れ

た
の
は
沖
縄
県
に
な
り
規
制
が
撤
廃
さ
れ

た
１
８
９
９
年
（
明
治
32
）
の
こ
と
で
す
。

◆古民家を巡る③
琉球史研究家の上里隆史氏が沖縄の歴史文化の魅力を本誌上で連載しています。

宮良殿内　枯山水庭園の石橋（石垣島）

宮良殿内　屋根付きの四脚門（石垣島）宮良殿内　屋根付きの四脚門（石垣島）

　琉球史研究家。内閣府
地域活性化伝道師。法政
大学沖縄文化研究所研
究員。早稲田大学大学院
修士課程修了。著書に
『琉球という国があった』（福音館書店、2020
年）、『海の王国・琉球』（ボーダーインク、
2018年）、『マンガ沖縄・琉球の歴史』（河出書房
新社、2016年）、『尚氏と首里城』（吉川弘文館、
2015年）など。NHKドラマ「テンペスト」時代考
証や、NHK「ブラタモリ」案内人などメディアでも
活躍。

vol.22

銘苅家住宅　石積みの屋敷囲い
（伊是名島）

宮良殿内（石垣島）

銘苅家住宅　ヒンプン・屋根付きの門
（伊是名島）
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　「
下
請
」
と
い
う
用
語
は
発
注
者

と
受
注
者
が
対
等
な
関
係
で
は
な
い

と
い
う
語
感
を
与
え
る
と
の
指
摘
な

ど
が
あ
り
、
用
語
を
見
直
す
こ
と
と

し
ま
し
た
。

　
公
正
取
引
委
員
会
と
中
小
企
業
庁

に
加
え
て
、
事
業
所
管
省
庁
の
主
務

大
臣
が
指
導
・
助
言
で
き
る
よ
う
権

限
を
付
与
し
ま
し
た
。

従
業
員
基
準
の
追
加

　
資
本
金
を
増
減
さ
せ
下
請
法
の
適

用
を
回
避
す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
下
請

法
逃
れ
」
に
も
対
応
し
て
い
く
必
要

が
あ
っ
た
た
め
、
今
回
の
法
改
正
に
よ

り
、
資
本
金
基
準
に
加
え
て
従
業
員

数
を
基
準
と
す
る
規
定
を
導
入
し
ま

し
た
。

　下
請
法
の
改
正
法
が
２
０
２
６
年
１
月
１
日
に
施
行
さ

れ
、 

規
制
内
容
の
追
加
や
規
制
対
象
の
拡
大
が
な
さ
れ
る
と

と
も
に
、 

法
律
名
の
略
称
も
「
取
適
法
（
と
り
て
き
ほ
う
）」

に
変
わ
り
ま
し
た
。

用
語
の
見
直
し

面
的
執
行
の
強
化

適
用
対
象
の
拡
大

特  集  1Special Feature

○製造委託、修理委託、情報成果物作成委託 (プログラム )、
　役務提供委託 (運送、倉庫保管・情報処理 )、特定運送委託の場合

○情報成果物作成委託 (プログラム除く )、役務提供委託 (運送、倉庫保管・情報処理除く )の場合

「どっきん」

「どっきん」

資本金基準に該当しなくても、
従業員基準に該当すれば
適用対象になるよ！

改正ポイントはまだまだあるよ！次のページも要チェック！

2026 年１月１日施行
下請法は「取適法」に変わりました！
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このような行為は
違反となります！

手形払いは
禁止されます！

特
定
運
送
委
託

　
こ
れ
ま
で
、
発
荷
主
と
運
送
事
業
者
間
の
取

引
は
下
請
法
の
適
用
対
象
外
で
し
た
が
、
物
流

事
業
者
が
契
約
に
な
い
荷
役
や
荷
待
ち
を
無
償

で
行
わ
さ
れ
て
い
る
な
ど
の
課
題
を
踏
ま
え
、
今

回
の
法
改
正
に
よ
り
、
新
た
に
発
荷
主
と
運
送

事
業
者
間
の
取
引
も
取
適
法
の
適
用
対
象
と
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

手
形
払
等
の
禁
止

　
手
形
に
は
、
資
金
繰
り
の
柔
軟
性
と
いっ
た
側
面
が
あ
っ

た一方
で
、
受
注
者
に
お
い
て
は
、
手
形
割
引
に
係
る
費

用
負
担
や
、
資
金
化
ま
で
の
期
間
に
お
け
る
資
金
繰
り
の

不
確
実
性
と
い
っ
た
課
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ

の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
今
回
の
法
改
正
で
は
、
手
形

払
を
禁
止
し
、
電
子
記
録
債
権
や
フ
ァ
ク
タ
リ
ン
グ
に
つ

い
て
も
支
払
期
日
ま
で
に
代
金
に
相
当
す
る
金
銭
（
手
数

料
等
を
含
む
満
額
）
を
得
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
も
の
に

つ
い
て
は
禁
止
す
る
規
定
を
設
け
ま
し
た
。

禁
止
行
為
の
追
加

特  集  1 Special Feature

中小受託事業者と合意しているから
今まで通り手形で支払おう 

「オットリー長官」

例えば、家具の販売店が販売し
た家具を顧客に引き渡す際、そ
の運送を運送事業者に委託す
る場合には適用対象となるぞ！
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このような行為は
違反となります！

手形払いは
禁止されます！

特
定
運
送
委
託

　
こ
れ
ま
で
、
発
荷
主
と
運
送
事
業
者
間
の
取

引
は
下
請
法
の
適
用
対
象
外
で
し
た
が
、
物
流

事
業
者
が
契
約
に
な
い
荷
役
や
荷
待
ち
を
無
償

で
行
わ
さ
れ
て
い
る
な
ど
の
課
題
を
踏
ま
え
、
今

回
の
法
改
正
に
よ
り
、
新
た
に
発
荷
主
と
運
送

事
業
者
間
の
取
引
も
取
適
法
の
適
用
対
象
と
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

手
形
払
等
の
禁
止

　
手
形
に
は
、
資
金
繰
り
の
柔
軟
性
と
いっ
た
側
面
が
あ
っ

た一方
で
、
受
注
者
に
お
い
て
は
、
手
形
割
引
に
係
る
費

用
負
担
や
、
資
金
化
ま
で
の
期
間
に
お
け
る
資
金
繰
り
の

不
確
実
性
と
い
っ
た
課
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ

の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
今
回
の
法
改
正
で
は
、
手
形

払
を
禁
止
し
、
電
子
記
録
債
権
や
フ
ァ
ク
タ
リ
ン
グ
に
つ

い
て
も
支
払
期
日
ま
で
に
代
金
に
相
当
す
る
金
銭
（
手
数

料
等
を
含
む
満
額
）
を
得
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
も
の
に

つ
い
て
は
禁
止
す
る
規
定
を
設
け
ま
し
た
。

禁
止
行
為
の
追
加

特  集  1 Special Feature

中小受託事業者と合意しているから
今まで通り手形で支払おう 

「オットリー長官」

例えば、家具の販売店が販売し
た家具を顧客に引き渡す際、そ
の運送を運送事業者に委託す
る場合には適用対象となるぞ！

このような行為は
違反となります！

取適法特設サイトが
開設されました！
詳しくはこちらから

▼

　
昨
今
あ
ら
ゆ
る
コ
ス
ト
が
上
昇
し
て
い
る
中
で
、

コ
ス
ト
の
価
格
転
嫁
に
つ
い
て
の
課
題
が
あ
り
、
今

回
の
法
改
正
で
は
、
そ
う
し
た
行
為
に
対
応
し
て
い

け
る
よ
う
、
従
来
の
買
い
た
た
き
規
制
に
加
え
交
渉

プ
ロ
セ
ス
に
着
目
し
た
規
定
を
新
設
し
ま
し
た
。
委

託
事
業
者
が
、
中
小
受
託
事
業
者
か
ら
の
価
格
協

議
の
求
め
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
協
議
に
応

じ
な
か
っ
た
り
、
必
要
な
説
明
を
行
わ
な
か
っ
た
り

す
る
な
ど
、一方
的
に
代
金
を
決
定
す
る
こ
と
を
禁

止
す
る
規
定
で
す
。

　
公
正
取
引
課
で
は
、
取
適
法
に
関
す
る
講
師
派

遣
や
講
習
会
を
行
って
い
ま
す
！ 

　
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ
先

　
総
務
部
　
公
正
取
引
課

　
☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

０
０
４
９

協
議
に
応
じ
な
い
一
方
的
な
代
金
決
定
の
禁
止

公
正
取
引
課
の
取
組

「どっきん」

中小受託事業者

中小受託事業者

委託事業者

コストが上昇してい
るので、単価の引上
げについてご相談
させてください。

単価引上げについては
また今度話しましょう。

どんどん引き延ば
されて、全然協議
に応じてくれない！

中小受託事業者が協議を
求めたにもかかわらず、回
答を引き延ばす等して協
議に応じないなど、一方
的に代金を決定すること
は禁止されます！
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沖
縄
県
は
、
企
業
の
後
継
者
不
在
率
が
全

国
平
均
の
50
・
１
％
を
上
回
る
61
・
０
％
と
高

く
、
後
継
者
不
在
の
企
業
に
お
い
て
は
、
黒
字

経
営
の
ま
ま
、
廃
業
に
至
っ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス

が
あ
り
ま
す
。
地
域
に
根
付
き
、
人
々
の
生
活

を
支
え
て
き
た
企
業
は
、
地
域
の
活
動
を
支
え

る
重
要
な
存
在
で
あ
り
、
地
域
の
大
事
な
経

営
資
源
の
消
失
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
事
業
を
引

き
継
い
で
い
く
こ
と
は
重
要
で
す
。

　
先
日
公
表
さ
れ
た
民
間
調
査
会
社
の
最
新

レ
ポ
ー
ト
に
よ
る
と
、
沖
縄
県
の
後
継
者
不
在

率
は
昨
年
か
ら
４・３
ポ
イ
ン
ト
低
下
し
、
ワ
ー

ス
ト
５
位
か
ら
６
位
へ
と
改
善
し
ま
し
た
。
し

か
し
、
全
国
平
均
と
の
差
は
依
然
と
し
て
大
き

く
、
事
業
承
継
は
地
域
経
済
の
持
続
に
向
け

た
喫
緊
の
課
題
で
す
。
地
域
に
根
差
し
た
企
業

は
雇
用
や
サ
ー
ビ
ス
、
観
光
資
源
な
ど
地
域
の

魅
力
を
支
え
る
重
要
な
存
在
で
あ
り
、
そ
の
価

値
を
次
世
代
へ
確
実
に
引
き
継
ぐ
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
後
継
者
不
在
の
状
況
を
改
善
さ

せ
る
た
め
、
沖
縄
県
、（
独
）
中
小
企
業
基
盤

整
備
機
構
沖
縄
事
務
所
、
沖
縄
県
事
業
承
継・

引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
、
沖
縄
総
合
事
務
局

で
は
、
毎
年
11
月
を
「
事
業
承
継
啓
発
月
間
」

と
設
定
し
、
事
業
承
継
に
関
連
し
た
広
報
活

動
や
イ
ベ
ン
ト
等
を
集
中
的
に
実
施
し
て
い
ま

す
。 

令
和
７
年
度
は
「
つ
ぎ
ん
ち
ゅ
が
つ
な
ぐ
！

地
域
の
ミ
ラ
イ
」
を
テ
ー
マ
に
、
事
業
承
継
に

関
す
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
交
流
会
、
メ
デ
ィ
ア
展

開
な
ど
様
々
な
取
組
を
行
い
ま
し
た
。

　「
つ
ぎ
ん
ち
ゅ
」
と
は
、
沖
縄
の
事
業
承
継
・

引
継
ぎ
の
担
い
手
で
あ
る
次
世
代
経
営
者
（
継

ぐ
人
＝
つ
ぎ
ん
ち
ゅ
）
を
指
す
造
語
で
す
。

　
事
業
承
継
に
お
い
て
は
、
つ
ぎ
ん
ち
ゅ
の
育

成
と
、
先
代
経
営
者
と
の
円
滑
な
コ
ミ
ュニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
鍵
を
握
っ
て
い
ま
す
。
事
業
承
継
啓

発
月
間
の
開
始
に
先
立
ち
、
事
業
承
継
を
実

現
し
た
（
株
）
仲
宗
根
糀
家
、
や
ん
ば
る
酒

造
（
株
）
の
先
代
経
営
者
と
次
世
代
経
営
者

を
お
招
き
し
、
両
者
の
事
業
承
継
ス
ト
ー
リ
ー

に
つ
い
て
お
話
を
う
か
が
う
座
談
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
座
談
会
の
様
子
に
つ
い
て
は
、
11
月
１
日
発

行
の
沖
縄
タ
イ
ム
ス
、
琉
球
新
報
の
特
集
紙
面

に
お
い
て
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

メ
デ
ィ
ア
に
つ
ぎ
ん
ち
ゅ
が
登
場
！

　
ま
た
、
11
月
13
日
に
は
、
琉
球
放
送 

Ｒ
Ｂ

Ｃ
ｉ
ラ
ジ
オ
に
て
「
ま
る
ご
と
１
日
事
業
承
継

Ｄ
Ａ
Ｙ
〜
つ
ぎ
ん
ち
ゅ
が
つ
な
ぐ
！
地
域
の
ミ
ラ

イ
〜
」
が
放
送
さ
れ
ま
し
た
。
朝
か
ら
夜
ま
で
、

実
際
に
事
業
承
継
を
し
た
事
業
者
の
皆
様
に
、

会
社
を
引
き
継
い
だ
き
っ
か
け
や
、
今
挑
戦
し

て
い
る
こ
と
な
ど
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

番
組
中
は
「
地
域
に
残
し
た
い
推
し
の
お
店
」

を
テ
ー
マ
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
募
集
し
、
多
く
の
リ

ス
ナ
ー
の
皆
様
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
ま
た
、
11
月
27
日
に
は
、「
つ
ぎ
ん
ち
ゅ
Ｍ
＆

Ａ
促
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
少

子
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
が
進
む
中
、
企
業

が
次
の
世
代
へ
事
業
を
繋
ぐ
た
め
に
は
、
単
な

る〝
引
継
ぎ
〞で
は
な
く
、〝
地
域
の
価
値
を
未
来

へ
活
か
す
戦
略
的
な
承
継
〞が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
本
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
「
地
域
に
根
ざ
し
た

企
業
の
Ｍ
＆
Ａ
」
を
テ
ー
マ
に
、
戦
略
的
な
Ｍ

＆
Ａ
を
通
じ
た
地
域
産
業
の
発
展
の
可
能
性
に

つ
い
て
、
参
加
者
の
皆
様
と
と
も
に
考
え
る
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

　
月
間
中
は
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し

た
。
11
月
18
日
に
開
催
し
た「
女
性
つ
ぎ
ん
ち
ゅ

交
流
会
」
は
、
女
性
特
有
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

や
社
会
的
ポ
ジ
シ
ョ
ン
な
ど
、
共
通
の
悩
み
を

持
つ
女
性
つ
ぎ
ん
ち
ゅ
同
士
が
継
続
的
に
支
え

合
え
る
、
人
気
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

事
業
承
継
の
準
備
や
承
継
後
に
直
面
す
る
女

性
特
有
の
課
題
や
葛
藤
、
そ
れ
を
乗
り
越
え

た
経
験
を
ゲ
ス
ト
が
共
有
し
、
参
加
者
と
ゲ
ス

ト
で
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
現
在
の
状
況
や
課

題
、な
り
た
い
状
態
に
つ
い
て
シェア
し
ま
し
た
。

仲
間
と
シ
ェ
ア
し
な
が
ら
、
先
輩
女
性
つ
ぎ
ん

ち
ゅへ
相
談
が
で
き
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま

し
た
。

　

　
当
局
で
は
今
後
も
関
係
機
関
と
連
携
し
な

が
ら
、
事
業
者
が
事
業
承
継
に
向
け
て
第一歩

を
踏
み
出
せ
る
よ
う
、
引
き
続
き
事
業
承
継

支
援
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

お
問
合
せ
先

　
経
済
産
業
部
　
中
小
企
業
課

　
☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
７
５
５

～令和７年度事業承継啓発月間報告～

特  集  2 Special Feature

座談会

記者会見

6



　
沖
縄
県
は
、
企
業
の
後
継
者
不
在
率
が
全

国
平
均
の
50
・
１
％
を
上
回
る
61
・
０
％
と
高

く
、
後
継
者
不
在
の
企
業
に
お
い
て
は
、
黒
字

経
営
の
ま
ま
、
廃
業
に
至
っ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス

が
あ
り
ま
す
。
地
域
に
根
付
き
、
人
々
の
生
活

を
支
え
て
き
た
企
業
は
、
地
域
の
活
動
を
支
え

る
重
要
な
存
在
で
あ
り
、
地
域
の
大
事
な
経

営
資
源
の
消
失
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
事
業
を
引

き
継
い
で
い
く
こ
と
は
重
要
で
す
。

　
先
日
公
表
さ
れ
た
民
間
調
査
会
社
の
最
新

レ
ポ
ー
ト
に
よ
る
と
、
沖
縄
県
の
後
継
者
不
在

率
は
昨
年
か
ら
４・３
ポ
イ
ン
ト
低
下
し
、
ワ
ー

ス
ト
５
位
か
ら
６
位
へ
と
改
善
し
ま
し
た
。
し

か
し
、
全
国
平
均
と
の
差
は
依
然
と
し
て
大
き

く
、
事
業
承
継
は
地
域
経
済
の
持
続
に
向
け

た
喫
緊
の
課
題
で
す
。
地
域
に
根
差
し
た
企
業

は
雇
用
や
サ
ー
ビ
ス
、
観
光
資
源
な
ど
地
域
の

魅
力
を
支
え
る
重
要
な
存
在
で
あ
り
、
そ
の
価

値
を
次
世
代
へ
確
実
に
引
き
継
ぐ
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
後
継
者
不
在
の
状
況
を
改
善
さ

せ
る
た
め
、
沖
縄
県
、（
独
）
中
小
企
業
基
盤

整
備
機
構
沖
縄
事
務
所
、
沖
縄
県
事
業
承
継・

引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
、
沖
縄
総
合
事
務
局

で
は
、
毎
年
11
月
を
「
事
業
承
継
啓
発
月
間
」

と
設
定
し
、
事
業
承
継
に
関
連
し
た
広
報
活

動
や
イ
ベ
ン
ト
等
を
集
中
的
に
実
施
し
て
い
ま

す
。 

令
和
７
年
度
は
「
つ
ぎ
ん
ち
ゅ
が
つ
な
ぐ
！

地
域
の
ミ
ラ
イ
」
を
テ
ー
マ
に
、
事
業
承
継
に

関
す
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
交
流
会
、
メ
デ
ィ
ア
展

開
な
ど
様
々
な
取
組
を
行
い
ま
し
た
。

　「
つ
ぎ
ん
ち
ゅ
」
と
は
、
沖
縄
の
事
業
承
継
・

引
継
ぎ
の
担
い
手
で
あ
る
次
世
代
経
営
者
（
継

ぐ
人
＝
つ
ぎ
ん
ち
ゅ
）
を
指
す
造
語
で
す
。

　
事
業
承
継
に
お
い
て
は
、
つ
ぎ
ん
ち
ゅ
の
育

成
と
、
先
代
経
営
者
と
の
円
滑
な
コ
ミ
ュニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
鍵
を
握
っ
て
い
ま
す
。
事
業
承
継
啓

発
月
間
の
開
始
に
先
立
ち
、
事
業
承
継
を
実

現
し
た
（
株
）
仲
宗
根
糀
家
、
や
ん
ば
る
酒

造
（
株
）
の
先
代
経
営
者
と
次
世
代
経
営
者

を
お
招
き
し
、
両
者
の
事
業
承
継
ス
ト
ー
リ
ー

に
つ
い
て
お
話
を
う
か
が
う
座
談
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
座
談
会
の
様
子
に
つ
い
て
は
、
11
月
１
日
発

行
の
沖
縄
タ
イ
ム
ス
、
琉
球
新
報
の
特
集
紙
面

に
お
い
て
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
11
月
13
日
に
は
、
琉
球
放
送 

Ｒ
Ｂ

Ｃ
ｉ
ラ
ジ
オ
に
て
「
ま
る
ご
と
１
日
事
業
承
継

Ｄ
Ａ
Ｙ
〜
つ
ぎ
ん
ち
ゅ
が
つ
な
ぐ
！
地
域
の
ミ
ラ

イ
〜
」
が
放
送
さ
れ
ま
し
た
。
朝
か
ら
夜
ま
で
、

実
際
に
事
業
承
継
を
し
た
事
業
者
の
皆
様
に
、

会
社
を
引
き
継
い
だ
き
っ
か
け
や
、
今
挑
戦
し

て
い
る
こ
と
な
ど
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

番
組
中
は
「
地
域
に
残
し
た
い
推
し
の
お
店
」

を
テ
ー
マ
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
募
集
し
、
多
く
の
リ

ス
ナ
ー
の
皆
様
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
ま
た
、
11
月
27
日
に
は
、「
つ
ぎ
ん
ち
ゅ
Ｍ
＆

Ａ
促
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
少

子
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
が
進
む
中
、
企
業

が
次
の
世
代
へ
事
業
を
繋
ぐ
た
め
に
は
、
単
な

る〝
引
継
ぎ
〞で
は
な
く
、〝
地
域
の
価
値
を
未
来

へ
活
か
す
戦
略
的
な
承
継
〞が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
本
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
「
地
域
に
根
ざ
し
た

企
業
の
Ｍ
＆
Ａ
」
を
テ
ー
マ
に
、
戦
略
的
な
Ｍ

＆
Ａ
を
通
じ
た
地
域
産
業
の
発
展
の
可
能
性
に

つ
い
て
、
参
加
者
の
皆
様
と
と
も
に
考
え
る
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

　
月
間
中
は
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し

た
。
11
月
18
日
に
開
催
し
た「
女
性
つ
ぎ
ん
ち
ゅ

交
流
会
」
は
、
女
性
特
有
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

や
社
会
的
ポ
ジ
シ
ョ
ン
な
ど
、
共
通
の
悩
み
を

持
つ
女
性
つ
ぎ
ん
ち
ゅ
同
士
が
継
続
的
に
支
え

合
え
る
、
人
気
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

事
業
承
継
の
準
備
や
承
継
後
に
直
面
す
る
女

性
特
有
の
課
題
や
葛
藤
、
そ
れ
を
乗
り
越
え

た
経
験
を
ゲ
ス
ト
が
共
有
し
、
参
加
者
と
ゲ
ス

ト
で
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
現
在
の
状
況
や
課

題
、な
り
た
い
状
態
に
つ
い
て
シェア
し
ま
し
た
。

仲
間
と
シ
ェ
ア
し
な
が
ら
、
先
輩
女
性
つ
ぎ
ん

ち
ゅへ
相
談
が
で
き
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま

し
た
。

　

　
当
局
で
は
今
後
も
関
係
機
関
と
連
携
し
な

が
ら
、
事
業
者
が
事
業
承
継
に
向
け
て
第一歩

を
踏
み
出
せ
る
よ
う
、
引
き
続
き
事
業
承
継

支
援
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

お
問
合
せ
先

　
経
済
産
業
部
　
中
小
企
業
課

　
☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
７
５
５

つ
ぎ
ん
ち
ゅ
の
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
ま
し
た

つぎんちゅ M＆Aフォーラム

女性つぎんちゅ交流会

ラジオ出演（アップ !!）

ラジオ出演（MUSIC SHOWER Plus＋） ラジオ出演者一覧
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令
和
７
年
10
月
21
日
、
北
谷
町
立
浜
川
小

学
校
の
４
年
生
115
名
を
対
象
に
バ
リ
ア
フ
リ
ー

教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。（
福
）
北
谷
町
社
会

福
祉
協
議
会
と（
福
）高
洋
会
の
協
力
の
も
と
、

車
い
す
体
験
・
視
覚
障
害
者
体
験
・
高
齢
者

体
験
を
実
施
し
ま
し
た
。
バ
リ
ア
フ
リ
ー
教
室

を
終
え
て
４
年
生一同
か
ら
福
祉
体
験
新
聞
を

作
成
し
「
福
祉
を
勉
強
で
き
た
り
、
い
ま
ま
で

知
ら
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
を
勉
強
で
き
て
と
て

も
い
い
体
験
だ
っ
た
」、「
身
の
回
り
に
障
害
者

や
お
年
寄
り
が
い
る
場
合
は
す
ぐ
に
助
け
て
あ

げ
ら
れ
る
よ
う
に
工
夫
し
た
い
」、「
学
ん
だ
こ

と
を
今
後
の
生
活
に
活
か
し
て
い
き
た
い
と
思

う
」
と
ご
連
絡
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
バ
リ
ア
フ
リ
ー
教
室
開
催
を
と
お
し
て
、
児

童
た
ち
の
こ
こ
ろ
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
醸
成
に
寄

与
で
き
た
と
実
感
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

当
局
で
は
こ
こ
ろ
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
推
進
す

る
た
め
バ
リ
ア
フ
リ
ー
教
室
を
開
催
し
て
い
き

ま
す
。

　
令
和
７
年
９
月
11
日
、
当
局
に
て
「
第
７

回
移
動
等
円
滑
化
評
価
会
議
沖
縄
分
科
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
会
議
に
は
関
係
行
政
機

関
、
高
齢
者
、
障
害
者
等
、
地
方
公
共
団
体

そ
の
他
関
係
者
が
出
席
し
、
沖
縄
県
の
移
動

等
円
滑
化
の
進
展
状
況
に
つ
い
て
把
握
・
評
価

を
行
い
ま
し
た
。
出
席
者
か
ら
は
、
ゆ
い
レ
ー

ル
の
ホ
ー
ム
と
車
両
の
段
差
・
隙
間
解
消
、
那

覇
市
久
茂
地
の
美
栄
橋
公
園
の
当
事
者
意
見

を
反
映
し
た
バ
リ
ア
フ
リ
ー
整
備
、
首
里
城
公

園
の
聴
覚
障
害
者
に
対
す
る
案
内
等
に
つ
い
て

ご
意
見
が
あ
が
り
ま
し
た
。
今
後
も
関
係
者

間
で
評
価
や
意
見
交
換
を
す
る
こ
と
で
必
要
な

取
組
の
検
討
を
行
い
、
沖
縄
県
の
移
動
等
円

滑
化
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

お
問
合
せ
先

　
運
輸
部
　
企
画
室

　
☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
８
１
２

北
谷
町
立
浜
川
小
学
校
で
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
教
室

バ
リ
ア
フ
リ
ー
推
進
に
つ
い
て

移
動
等
円
滑
化
評
価
会
議

沖
縄
分
科
会
の
開
催

福祉体験新聞

車いす体験の様子

車いす体験の様子

座学の様子

車いす体験の様子

福祉体験新聞

移動等円滑化評価会議沖縄分科会の様子

▼会議の詳細はこちら

浦
添
市
立
浦
城
小
学
校
で
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
教
室

　 

バ
リ
ア
フ
リ
ー
教
室
と
は
？

　
沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
、
高
齢
者
や
障
害

の
あ
る
方
が
社
会
で
安
心
し
て
公
共
交
通
機
関

等
を
利
用
し
、
自
立
し
た
社
会
生
活
を
送
る

こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
の一環
と
し
て
駅
や

車
両
と
い
っ
た
ハ
ー
ド
面
の
整
備
を
促
進
す
る

と
と
も
に
、
国
民一人
ひ
と
り
が
バ
リ
ア
フ
リ
ー

への
理
解
を
深
め
、快
く
手
助
け
を
で
き
る
「
こ

こ
ろ
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」
社
会
の
実
現
を
目
指

し
た
施
策
を
行
って
い
ま
す
。

　
運
輸
部
で
は
、
高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
方
の

疑
似
体
験
・
介
助
体
験
を
と
お
し
て
、
障
害

の
あ
る
方
に
対
す
る
偏
見
や
差
別
、
無
関
心
な

ど
意
識
上
の
バ
リ
ア
を
な
く
し
「
こ
こ
ろ
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
」
への
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た

め
、
毎
年
「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
教
室
」
を
開
催
し

て
お
り
ま
す
。

 

　
令
和
７
年
９
月
11
日
、
浦
添
市
立
浦
城
小

学
校
の
児
童
57
名
を
対
象
に
バ
リ
ア
フ
リ
ー
教

室
を
開
催
し
ま
し
た
。
座
学
講
師
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
バ
リ
ア
フ
リ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
代
表
　

親
川
修
さ
ん
と
視
覚
障
害
者
　
桐
原
好
恵
さ

ん
は
「
町
で
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
や
、

障
害
の
あ
る
方
が
困
っ
て
い
る
場
合
は
、
自
然

と
声
を
か
け
、
手
を
差
し
伸
べ
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
事
」
と
児
童
に
教
え

ま
し
た
。
体
験
学
習
で
は
、
車
い
す
体
験
・
視

覚
障
害
者
体
験
・
高
齢
者
体
験
・
フ
ル
フ
ラ
ッ

ト
バ
ス
見
学
・
盲
導
犬
「
グ
リ
」
と
の
触
れ
あ

い
体
験
を
実
施
し
ま
し
た
。
バ
リ
ア
フ
リ
ー
教

室
を
終
え
て
、
児
童
か
ら
「
何
を
困
っ
て
い
る

か
聞
い
て
あ
げ
る
」、「
歩
き
に
く
い
人
が
い
た

ら
手
伝
っ
て
あ
げ
る
」、「
困
っ
て
い
る
人
が
い
た

ら
大
人
の
人
を
呼
ん
で
く
る
」
な
ど
の
意
見
が

あ
が
り
ま
し
た
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
教
室
の
開
催

特  集  3 Special Feature

バリアフリー教室・移動等円滑化
評価会議沖縄分科会の開催

フルフラットバス見学の様子 高齢者体験の様子

座学の様子 座学の様子（盲導犬グリ）
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令
和
７
年
10
月
21
日
、
北
谷
町
立
浜
川
小

学
校
の
４
年
生
115
名
を
対
象
に
バ
リ
ア
フ
リ
ー

教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。（
福
）
北
谷
町
社
会

福
祉
協
議
会
と（
福
）高
洋
会
の
協
力
の
も
と
、

車
い
す
体
験
・
視
覚
障
害
者
体
験
・
高
齢
者

体
験
を
実
施
し
ま
し
た
。
バ
リ
ア
フ
リ
ー
教
室

を
終
え
て
４
年
生一同
か
ら
福
祉
体
験
新
聞
を

作
成
し
「
福
祉
を
勉
強
で
き
た
り
、
い
ま
ま
で

知
ら
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
を
勉
強
で
き
て
と
て

も
い
い
体
験
だ
っ
た
」、「
身
の
回
り
に
障
害
者

や
お
年
寄
り
が
い
る
場
合
は
す
ぐ
に
助
け
て
あ

げ
ら
れ
る
よ
う
に
工
夫
し
た
い
」、「
学
ん
だ
こ

と
を
今
後
の
生
活
に
活
か
し
て
い
き
た
い
と
思

う
」
と
ご
連
絡
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
バ
リ
ア
フ
リ
ー
教
室
開
催
を
と
お
し
て
、
児

童
た
ち
の
こ
こ
ろ
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
醸
成
に
寄

与
で
き
た
と
実
感
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

当
局
で
は
こ
こ
ろ
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
推
進
す

る
た
め
バ
リ
ア
フ
リ
ー
教
室
を
開
催
し
て
い
き

ま
す
。

　
令
和
７
年
９
月
11
日
、
当
局
に
て
「
第
７

回
移
動
等
円
滑
化
評
価
会
議
沖
縄
分
科
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
会
議
に
は
関
係
行
政
機

関
、
高
齢
者
、
障
害
者
等
、
地
方
公
共
団
体

そ
の
他
関
係
者
が
出
席
し
、
沖
縄
県
の
移
動

等
円
滑
化
の
進
展
状
況
に
つ
い
て
把
握
・
評
価

を
行
い
ま
し
た
。
出
席
者
か
ら
は
、
ゆ
い
レ
ー

ル
の
ホ
ー
ム
と
車
両
の
段
差
・
隙
間
解
消
、
那

覇
市
久
茂
地
の
美
栄
橋
公
園
の
当
事
者
意
見

を
反
映
し
た
バ
リ
ア
フ
リ
ー
整
備
、
首
里
城
公

園
の
聴
覚
障
害
者
に
対
す
る
案
内
等
に
つ
い
て

ご
意
見
が
あ
が
り
ま
し
た
。
今
後
も
関
係
者

間
で
評
価
や
意
見
交
換
を
す
る
こ
と
で
必
要
な

取
組
の
検
討
を
行
い
、
沖
縄
県
の
移
動
等
円

滑
化
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

お
問
合
せ
先

　
運
輸
部
　
企
画
室

　
☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
８
１
２

北
谷
町
立
浜
川
小
学
校
で
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
教
室

バ
リ
ア
フ
リ
ー
推
進
に
つ
い
て

移
動
等
円
滑
化
評
価
会
議

沖
縄
分
科
会
の
開
催

福祉体験新聞

車いす体験の様子

車いす体験の様子

座学の様子

車いす体験の様子

福祉体験新聞

移動等円滑化評価会議沖縄分科会の様子

▼会議の詳細はこちら

浦
添
市
立
浦
城
小
学
校
で
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
教
室

　 

バ
リ
ア
フ
リ
ー
教
室
と
は
？

　
沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
、
高
齢
者
や
障
害

の
あ
る
方
が
社
会
で
安
心
し
て
公
共
交
通
機
関

等
を
利
用
し
、
自
立
し
た
社
会
生
活
を
送
る

こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
の一環
と
し
て
駅
や

車
両
と
い
っ
た
ハ
ー
ド
面
の
整
備
を
促
進
す
る

と
と
も
に
、
国
民一人
ひ
と
り
が
バ
リ
ア
フ
リ
ー

への
理
解
を
深
め
、快
く
手
助
け
を
で
き
る
「
こ

こ
ろ
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」
社
会
の
実
現
を
目
指

し
た
施
策
を
行
って
い
ま
す
。

　
運
輸
部
で
は
、
高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
方
の

疑
似
体
験
・
介
助
体
験
を
と
お
し
て
、
障
害

の
あ
る
方
に
対
す
る
偏
見
や
差
別
、
無
関
心
な

ど
意
識
上
の
バ
リ
ア
を
な
く
し
「
こ
こ
ろ
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
」
への
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た

め
、
毎
年
「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
教
室
」
を
開
催
し

て
お
り
ま
す
。

 

　
令
和
７
年
９
月
11
日
、
浦
添
市
立
浦
城
小

学
校
の
児
童
57
名
を
対
象
に
バ
リ
ア
フ
リ
ー
教

室
を
開
催
し
ま
し
た
。
座
学
講
師
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
バ
リ
ア
フ
リ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
代
表
　

親
川
修
さ
ん
と
視
覚
障
害
者
　
桐
原
好
恵
さ

ん
は
「
町
で
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
や
、

障
害
の
あ
る
方
が
困
っ
て
い
る
場
合
は
、
自
然

と
声
を
か
け
、
手
を
差
し
伸
べ
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
事
」
と
児
童
に
教
え

ま
し
た
。
体
験
学
習
で
は
、
車
い
す
体
験
・
視

覚
障
害
者
体
験
・
高
齢
者
体
験
・
フ
ル
フ
ラ
ッ

ト
バ
ス
見
学
・
盲
導
犬
「
グ
リ
」
と
の
触
れ
あ

い
体
験
を
実
施
し
ま
し
た
。
バ
リ
ア
フ
リ
ー
教

室
を
終
え
て
、
児
童
か
ら
「
何
を
困
っ
て
い
る

か
聞
い
て
あ
げ
る
」、「
歩
き
に
く
い
人
が
い
た

ら
手
伝
っ
て
あ
げ
る
」、「
困
っ
て
い
る
人
が
い
た

ら
大
人
の
人
を
呼
ん
で
く
る
」
な
ど
の
意
見
が

あ
が
り
ま
し
た
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
教
室
の
開
催

特  集  3 Special Feature

バリアフリー教室・移動等円滑化
評価会議沖縄分科会の開催

フルフラットバス見学の様子 高齢者体験の様子

座学の様子 座学の様子（盲導犬グリ）
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子どもたちと考える  日本の未来
  「財政教育プログラム」 を宮古島で開催！

　
財
務
部
で
は
、小
中
学
校
、高
校
に
出
向
い

て
、難
し
そ
う
に
見
え
る
日
本
の
財
政
に
興

味
を
持
つ
き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
な
出
前
授

業
、「
財
政
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」を
実
施
し
て

い
ま
す
。

  

「
財
政
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」に
は
、次
の
よ
う

な
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

　
日
本
の
将
来
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
を

テ
ー
マ
と
し
た
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
取
り
入

れ
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
が
意
見
を
出
し
合
い
な
が
ら

議
論
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、主
体
的・対
話
的

で
深
い
学
び
を
促
し
ま
す
。

　
当
日
は
、講
師
役
に
加
え
、当
部
の
若
手
職

員
を
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
補
助
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

と
し
て
派
遣
し
、子
ど
も
た
ち
の
活
発
な
議

論
の
手
助
け
を
行
い
、交
流
を
図
り
ま
す
。

　
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

等
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
積
極
的
に
活
用
し
ま

す
。

　
使
用
す
る
予
算
編
成
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

ツ
ー
ル
は
、各
予
算
項
目
を
増
減
さ
せ
る
と

グ
ラ
フ
が
変
化
す
る
仕
組
み
で
、視
覚
的
に
楽

し
み
な
が
ら
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
授
業
の
前
か
ら
学
校
と
当
部
が
協
働
し
な

が
ら
、１
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
り
上
げ
て
い

き
ま
す
。

　・日
本
の
財
政
に
興
味
を
持
つ
こ
と
が
で
き

る
。

　・社
会
問
題
を
自
分
事
と
し
て
捉
え
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

　・受
益
と
負
担
の
両
面
性（
ト
レ
ー
ド・オ

フ
）の
理
解
を
深
め
、多
面
的
な
見
方
を

可
能
に
す
る
。

　・多
様
な
意
見
を
集
約
す
る
に
は
、民
主
主

義
的
過
程
が
重
要
で
あ
る
と
認
識
で
き

る
。

① 

ア
ク
テ
ィ
ブ
・

　 

ラ
ー
ニ
ン
グ
の
導
入

③ 

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
等

　 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
活
用

④ 

学
校
と
沖
縄
総
合
事
務
局
財
務
部

　 

と
の
協
働

⑤ 

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
効
果

1
財
政
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て

財政教育プログラム
リーフレット

授業で使用するタブレット画面の一例

② 

沖
縄
総
合
事
務
局
財
務
部
職
員

　 

と
の
交
流

財政の決め方

仕
事
の窓窓

No.1財務部

子どもたちと考える  日本の未来
  「財政教育プログラム」 を宮古島で開催！

　
次
に
、９
月
１
日
〜
９
月
２
日
に
宮
古
島
で

実
施
し
た
、西
城
小
学
校（
９
名
）、伊
良
部

島
小
学
校（
27
名
）の
出
前
授
業
の
様
子
に
つ

い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
授
業
の
前
半
は
、当
部
職
員
が「
日
本
の

未
来
に
つ
い
て
考
え
る
」と
題
し
、身
近
な
公

共
サ
ー
ビ
ス
や
宮
古
島
市
に
あ
る
公
共
施
設

の
事
例
に
つ
い
て
紹
介
し
、ク
イ
ズ
も
交
え
な

が
ら
、こ
れ
ら
を
支
え
る
た
め
の
会
費
と
し
て

税
金
や
保
険
料
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
説
明

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、今
年
度
の
国
の
歳
出・歳
入
の
内
訳

を
具
体
的
に
説
明
し
、予
算
の
使
わ
れ
方
や

集
め
方
に
つ
い
て
身
近
な
事
例
を
示
し
な
が

ら
説
明
し
ま
し
た
。

　
日
本
の
社
会
保
障
制
度
は
、受
益
と
負
担

の
水
準
が
つ
り
あ
っ
て
い
な
い
状
態
で
あ
る
事

を
説
明
し
、よ
り
よ
い
未
来
の
実
現
に
向
け

て
何
が
必
要
か
を
考
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
授
業
の
後
半
は
、子
ど
も
た
ち
が
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
、予
算
編
成
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
使
用
し「
予
算
編
成
」に
取
り
組
み
ま
し

た
。

　
ど
の
よ
う
な
社
会
に
し
て
い
き
た
い
の
か

テ
ー
マ
を
決
め
、歳
出
は
ど
の
分
野
を
充
実

さ
せ
る
の
か
、歳
入
は
ど
の
税
金
を
増
減
さ

せ
る
か
な
ど
、活
発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま

し
た
。

　
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
は
、財
務
部
職
員
が
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
参
加
し
た
ほ
か
、担
当
教

諭
も
加
わ
り
、子
ど
も
た
ち
か
ら
の
質
問
に

答
え
、議
論
が
活
発
に
な
る
よ
う
手
助
け
を

行
い
ま
し
た
。

　
グ
ル
ー
プ
ご
と
の
発
表
で
は
、「
お
年
寄
り

に
優
し
い
社
会
を
目
指
す
」、「
教
育
が
充
実

し
た
社
会
に
し
た
い
」、「
現
役
世
代
が
豊
か

に
な
る
社
会
」等
を
テ
ー
マ
に
、様
々
な
意
見

が
出
ま
し
た
。

 

最
後
に
、財
政
の
中
身
は「
国
民
の
代
表
者

で
あ
る
国
会
議
員
が
国
会
で
議
論
し
て
予
算

を
決
め
て
い
る
」事
を
説
明
し
、財
政
出
前
授

業
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

2
出
前
授
業
in
宮
古
島
市
立
西
城
小
学
校
、

伊
良
部
島
小
学
校

　
当
部
で
は
、教
育
機
関
と
連
携
し
、子
ど

も
た
ち
が
日
本
の
財
政
に
興
味
を
持
つ
き
っ

か
け
と
な
る
出
前
授
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　
出
前
授
業
に
つ
い
て
は
、左
記
の
お
問
合
せ

先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ
先

　
財
務
部
　
財
務
課
（
地
域
連
携
担
当
）

　
☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

０
０
９
１  

子
ど
も
た
ち
か
ら
の
声

財
務
部
職
員
に
よ
る
講
義

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
・
発
表

こどもたちの感想

グループワークの様子（西城小学校）発表の様子（西城小学校）

グループワークの様子（伊良部島小学校） 講義の様子（伊良部島小学校）
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子どもたちと考える  日本の未来
  「財政教育プログラム」 を宮古島で開催！

　
財
務
部
で
は
、小
中
学
校
、高
校
に
出
向
い

て
、難
し
そ
う
に
見
え
る
日
本
の
財
政
に
興

味
を
持
つ
き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
な
出
前
授

業
、「
財
政
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」を
実
施
し
て

い
ま
す
。

  

「
財
政
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」に
は
、次
の
よ
う

な
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

　
日
本
の
将
来
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
を

テ
ー
マ
と
し
た
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
取
り
入

れ
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
が
意
見
を
出
し
合
い
な
が
ら

議
論
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、主
体
的・対
話
的

で
深
い
学
び
を
促
し
ま
す
。

　
当
日
は
、講
師
役
に
加
え
、当
部
の
若
手
職

員
を
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
補
助
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

と
し
て
派
遣
し
、子
ど
も
た
ち
の
活
発
な
議

論
の
手
助
け
を
行
い
、交
流
を
図
り
ま
す
。

　
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

等
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
積
極
的
に
活
用
し
ま

す
。

　
使
用
す
る
予
算
編
成
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

ツ
ー
ル
は
、各
予
算
項
目
を
増
減
さ
せ
る
と

グ
ラ
フ
が
変
化
す
る
仕
組
み
で
、視
覚
的
に
楽

し
み
な
が
ら
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
授
業
の
前
か
ら
学
校
と
当
部
が
協
働
し
な

が
ら
、１
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
り
上
げ
て
い

き
ま
す
。

　・日
本
の
財
政
に
興
味
を
持
つ
こ
と
が
で
き

る
。

　・社
会
問
題
を
自
分
事
と
し
て
捉
え
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

　・受
益
と
負
担
の
両
面
性（
ト
レ
ー
ド・オ

フ
）の
理
解
を
深
め
、多
面
的
な
見
方
を

可
能
に
す
る
。

　・多
様
な
意
見
を
集
約
す
る
に
は
、民
主
主

義
的
過
程
が
重
要
で
あ
る
と
認
識
で
き

る
。

① 

ア
ク
テ
ィ
ブ
・

　 

ラ
ー
ニ
ン
グ
の
導
入

③ 

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
等

　 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
活
用

④ 

学
校
と
沖
縄
総
合
事
務
局
財
務
部

　 

と
の
協
働

⑤ 

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
効
果

1
財
政
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て

財政教育プログラム
リーフレット

授業で使用するタブレット画面の一例

② 

沖
縄
総
合
事
務
局
財
務
部
職
員

　 

と
の
交
流

財政の決め方

仕
事
の窓窓

No.1財務部

子どもたちと考える  日本の未来
  「財政教育プログラム」 を宮古島で開催！

　
次
に
、９
月
１
日
〜
９
月
２
日
に
宮
古
島
で

実
施
し
た
、西
城
小
学
校（
９
名
）、伊
良
部

島
小
学
校（
27
名
）の
出
前
授
業
の
様
子
に
つ

い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
授
業
の
前
半
は
、当
部
職
員
が「
日
本
の

未
来
に
つ
い
て
考
え
る
」と
題
し
、身
近
な
公

共
サ
ー
ビ
ス
や
宮
古
島
市
に
あ
る
公
共
施
設

の
事
例
に
つ
い
て
紹
介
し
、ク
イ
ズ
も
交
え
な

が
ら
、こ
れ
ら
を
支
え
る
た
め
の
会
費
と
し
て

税
金
や
保
険
料
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
説
明

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、今
年
度
の
国
の
歳
出・歳
入
の
内
訳

を
具
体
的
に
説
明
し
、予
算
の
使
わ
れ
方
や

集
め
方
に
つ
い
て
身
近
な
事
例
を
示
し
な
が

ら
説
明
し
ま
し
た
。

　
日
本
の
社
会
保
障
制
度
は
、受
益
と
負
担

の
水
準
が
つ
り
あ
っ
て
い
な
い
状
態
で
あ
る
事

を
説
明
し
、よ
り
よ
い
未
来
の
実
現
に
向
け

て
何
が
必
要
か
を
考
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
授
業
の
後
半
は
、子
ど
も
た
ち
が
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
、予
算
編
成
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
使
用
し「
予
算
編
成
」に
取
り
組
み
ま
し

た
。

　
ど
の
よ
う
な
社
会
に
し
て
い
き
た
い
の
か

テ
ー
マ
を
決
め
、歳
出
は
ど
の
分
野
を
充
実

さ
せ
る
の
か
、歳
入
は
ど
の
税
金
を
増
減
さ

せ
る
か
な
ど
、活
発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま

し
た
。

　
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
は
、財
務
部
職
員
が
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
参
加
し
た
ほ
か
、担
当
教

諭
も
加
わ
り
、子
ど
も
た
ち
か
ら
の
質
問
に

答
え
、議
論
が
活
発
に
な
る
よ
う
手
助
け
を

行
い
ま
し
た
。

　
グ
ル
ー
プ
ご
と
の
発
表
で
は
、「
お
年
寄
り

に
優
し
い
社
会
を
目
指
す
」、「
教
育
が
充
実

し
た
社
会
に
し
た
い
」、「
現
役
世
代
が
豊
か

に
な
る
社
会
」等
を
テ
ー
マ
に
、様
々
な
意
見

が
出
ま
し
た
。

 

最
後
に
、財
政
の
中
身
は「
国
民
の
代
表
者

で
あ
る
国
会
議
員
が
国
会
で
議
論
し
て
予
算

を
決
め
て
い
る
」事
を
説
明
し
、財
政
出
前
授

業
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

2
出
前
授
業
in
宮
古
島
市
立
西
城
小
学
校
、

伊
良
部
島
小
学
校

　
当
部
で
は
、教
育
機
関
と
連
携
し
、子
ど

も
た
ち
が
日
本
の
財
政
に
興
味
を
持
つ
き
っ

か
け
と
な
る
出
前
授
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　
出
前
授
業
に
つ
い
て
は
、左
記
の
お
問
合
せ

先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ
先

　
財
務
部
　
財
務
課
（
地
域
連
携
担
当
）

　
☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

０
０
９
１  

子
ど
も
た
ち
か
ら
の
声

財
務
部
職
員
に
よ
る
講
義

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
・
発
表

こどもたちの感想

グループワークの様子（西城小学校）発表の様子（西城小学校）

グループワークの様子（伊良部島小学校） 講義の様子（伊良部島小学校）
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サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー（
Ｃ
Ｅ
）は
、日

本
語
で
循
環
経
済
と
呼
ば
れ
、こ
れ
ま
で
の

大
量
生
産
、大
量
消
費
、大
量
廃
棄
の
線
形

経
済
か
ら
脱
却
し
て
、生
産
段
階
、利
用
段

階
、回
収
段
階
と
い
っ
た
あ
ら
ゆ
る
段
階
で
、

廃
棄
物
を
出
さ
ず
、資
源
の
効
率
的・循
環

的
な
利
用
を
目
指
す
取
組
で
す
。

　
Ｃ
Ｅ
の
推
進
に
は
、製
造
業
者
な
ど
の
動

脈
産
業
と
回
収・リ
サ
イ
ク
ル
を
担
う
静
脈

産
業
の
連
携
や
消
費
者
の
意
識
向
上
な
ど
が

重
要
で
あ
り
、県
内
に
お
け
る
Ｃ
Ｅ
の
普
及

啓
発
の
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
い
た
し
ま

し
た
。

　
10
月
24
日
か
ら
26
日
に
か
け
て
開
催
さ
れ

た「
第
49
回
沖
縄
の
産
業
ま
つ
り
」及
び
11

月
２
日
に
開
催
さ
れ
た「
お
き
な
わ
ア
ジ
ェン

ダ
21
県
民
環
境
フ
ェ
ア
in
な
は
」に
お
い
て
、

「
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
推
進
展
」を
当

局
農
林
水
産
部
生
産
振
興
課
と
連
携
し
て
、

県
内
で
の
再
資
源
化・再
商
品
化
に
取
り
組

む
事
業
者
の
展
示
や
、農
作
物
の
環
境
負
荷

低
減
の
取
組
で
あ
る「
見
え
る
化
」の
展
示
を

行
い
ま
し
た
。

　
11
月
18
日
に
は
、動
脈
側
で
あ
る
製
造
事

業
者
や
静
脈
側
を
担
う
市
町
村
担
当
者
な

ど
を
対
象
に
Ｃ
Ｅ
の
意
識
向
上
や
連
携
促
進

を
目
的
と
し
て
、「
沖
縄
管
内
に
お
け
る
サ
ー

キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
普
及・啓
発
セ
ミ
ナ
ー
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
本
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、経
済
産
業
省
や
環
境

省
九
州
地
方
環
境
事
務
所
に
よ
る
取
組
事

例
や
、福
岡
市
に
よ
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
の

分
別
収
集
導
入
に
向
け
た
取
組
、県
内
企
業

に
よ
る
Ｃ
Ｅ
の
取
組
を
ご
講
演
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
当
局
で
は
、今
後
も
関
係
機
関
と
連
携

し
、Ｃ
Ｅ
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

お
問
合
せ
先

　
経
済
産
業
部
　
環
境
資
源
課
　

　
☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
７
５
７

サーキュラーエコノミーの
普及啓発に向けた取組

「第49回沖縄の産業まつり」、
「おきなわアジェンダ２１県民環境フェアinなは」、

「沖縄管内におけるサーキュラーエコノミー普及・啓発セミナー」

第 49回沖縄の産業まつり

第 49回沖縄の産業まつり

おきなわアジェンダ 21県民環境フェア in なは

サーキュラーエコノミー普及・啓発セミナー

仕
事
の窓窓

No.3経済産業部

　
財
務
部
理
財
課
で
は
、
地
方
公
共
団
体

へ
の
財
政
融
資
資
金
の
貸
付
の
ほ
か
に
、

同
資
金
の
貸
し
手
と
し
て
の
立
場
で
「
地

方
公
共
団
体
に
対
す
る
財
務
状
況
把
握
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
貸
付
し
た
財
政
融
資
資
金
の

償
還
確
実
性
を
確
認
す
る
観
点
か
ら
、
貸

付
先
で
あ
る
各
地
方
公
共
団
体
の
債
務
償

還
能
力
や
資
金
繰
り
状
況
な
ど
の
財
務
状

況
に
つ
い
て
分
析
や
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
う

も
の
で
、
「
財
務
状
況
把
握
の
結
果
概
要
」

（
診
断
表
）
を
交
付
す
る
こ
と
に
よ
り
、

地
方
公
共
団
体
に
対
す
る
財
務
健
全
化
に

関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
や
財
務
状
況
悪
化
に

対
す
る
事
前
警
鐘
の
役
割
も
担
っ
て
い
ま

す
。

 

　
昨
年
度
に
実
施
し
た
「
財
務
状
況
把
握
」

ヒ
ア
リ
ン
グ
の
際
、
糸
満
市
か
ら
要
望
が

あ
り
、
今
回
、
10
月
23
日
に
同
市
役
所
に

お
い
て
「
財
務
状
況
把
握
に
関
す
る
勉
強

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
同
勉
強
会
に

は
、
財
政
担
当
課
や
事
業
担
当
課
を
中
心

に
約
50
名
の
職
員
に
参
加
い
た
だ
き
、
当

課
の
担
当
者
か
ら
、
財
務
状
況
把
握
の
分

析
方
法
や
、
同
市
の
財
務
状
況
の
分
析
結

果
に
つ
い
て
他
市
と
の
比
較
に
よ
り
説
明

し
た
ほ
か
、
他
の
市
町
村
が
取
り
組
ん
で

い
る
収
支
改
善
事
例
の
紹
介
を
行
い
ま
し

た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、
「
各
指
標
に
基
づ

き
、
当
市
の
財
務
状
況
を
あ
ら
た
め
て
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
た
」
「
他
自
治
体
と

の
比
較
に
よ
る
当
市
の
水
準
を
把
握
す
る

こ
と
が
で
き
大
変
い
い
機
会
と
な
っ
た
」

「
財
政
健
全
化
に
向
け
た
全
国
の
取
組
事

例
も
と
て
も
参
考
に
な
る
」
な
ど
の
意
見

が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
当
課
で
は
、
今
後
も
財
務
状
況
把
握
に

関
す
る
勉
強
会
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

常
設
の
「
地
域
課
題
解
決
サ
ポ
ー
ト
窓
口
」

を
活
用
し
、
地
方
公
共
団
体
の
健
全
な
財

政
維
持
に
向
け
積
極
的
に
支
援
し
て
ま
い

り
ま
す
。

お
問
合
せ
先

　
財
務
部
　 
理
財
課

　「
地
域
課
題
解
決
サ
ポ
ー
ト
窓
口
」　

　
☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 
０
０
９
２

地方公共団体の財務状況把握に関する勉強会
～団体の財務状況分析や収支改善取組事例を紹介～

を開催しました！

勉強会資料

地域課題解決サポート窓口

仕
事
の窓窓

No.2財務部
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サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー（
Ｃ
Ｅ
）は
、日

本
語
で
循
環
経
済
と
呼
ば
れ
、こ
れ
ま
で
の

大
量
生
産
、大
量
消
費
、大
量
廃
棄
の
線
形

経
済
か
ら
脱
却
し
て
、生
産
段
階
、利
用
段

階
、回
収
段
階
と
い
っ
た
あ
ら
ゆ
る
段
階
で
、

廃
棄
物
を
出
さ
ず
、資
源
の
効
率
的・循
環

的
な
利
用
を
目
指
す
取
組
で
す
。

　
Ｃ
Ｅ
の
推
進
に
は
、製
造
業
者
な
ど
の
動

脈
産
業
と
回
収・リ
サ
イ
ク
ル
を
担
う
静
脈

産
業
の
連
携
や
消
費
者
の
意
識
向
上
な
ど
が

重
要
で
あ
り
、県
内
に
お
け
る
Ｃ
Ｅ
の
普
及

啓
発
の
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
い
た
し
ま

し
た
。

　
10
月
24
日
か
ら
26
日
に
か
け
て
開
催
さ
れ

た「
第
49
回
沖
縄
の
産
業
ま
つ
り
」及
び
11

月
２
日
に
開
催
さ
れ
た「
お
き
な
わ
ア
ジ
ェン

ダ
21
県
民
環
境
フ
ェ
ア
in
な
は
」に
お
い
て
、

「
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
推
進
展
」を
当

局
農
林
水
産
部
生
産
振
興
課
と
連
携
し
て
、

県
内
で
の
再
資
源
化・再
商
品
化
に
取
り
組

む
事
業
者
の
展
示
や
、農
作
物
の
環
境
負
荷

低
減
の
取
組
で
あ
る「
見
え
る
化
」の
展
示
を

行
い
ま
し
た
。

　
11
月
18
日
に
は
、動
脈
側
で
あ
る
製
造
事

業
者
や
静
脈
側
を
担
う
市
町
村
担
当
者
な

ど
を
対
象
に
Ｃ
Ｅ
の
意
識
向
上
や
連
携
促
進

を
目
的
と
し
て
、「
沖
縄
管
内
に
お
け
る
サ
ー

キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
普
及・啓
発
セ
ミ
ナ
ー
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
本
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、経
済
産
業
省
や
環
境

省
九
州
地
方
環
境
事
務
所
に
よ
る
取
組
事

例
や
、福
岡
市
に
よ
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
の

分
別
収
集
導
入
に
向
け
た
取
組
、県
内
企
業

に
よ
る
Ｃ
Ｅ
の
取
組
を
ご
講
演
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
当
局
で
は
、今
後
も
関
係
機
関
と
連
携

し
、Ｃ
Ｅ
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

お
問
合
せ
先

　
経
済
産
業
部
　
環
境
資
源
課
　

　
☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
７
５
７

サーキュラーエコノミーの
普及啓発に向けた取組

「第49回沖縄の産業まつり」、
「おきなわアジェンダ２１県民環境フェアinなは」、

「沖縄管内におけるサーキュラーエコノミー普及・啓発セミナー」

第 49回沖縄の産業まつり

第 49回沖縄の産業まつり

おきなわアジェンダ 21県民環境フェア in なは

サーキュラーエコノミー普及・啓発セミナー

仕
事
の窓窓

No.3経済産業部

　
財
務
部
理
財
課
で
は
、
地
方
公
共
団
体

へ
の
財
政
融
資
資
金
の
貸
付
の
ほ
か
に
、

同
資
金
の
貸
し
手
と
し
て
の
立
場
で
「
地

方
公
共
団
体
に
対
す
る
財
務
状
況
把
握
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
貸
付
し
た
財
政
融
資
資
金
の

償
還
確
実
性
を
確
認
す
る
観
点
か
ら
、
貸

付
先
で
あ
る
各
地
方
公
共
団
体
の
債
務
償

還
能
力
や
資
金
繰
り
状
況
な
ど
の
財
務
状

況
に
つ
い
て
分
析
や
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
う

も
の
で
、
「
財
務
状
況
把
握
の
結
果
概
要
」

（
診
断
表
）
を
交
付
す
る
こ
と
に
よ
り
、

地
方
公
共
団
体
に
対
す
る
財
務
健
全
化
に

関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
や
財
務
状
況
悪
化
に

対
す
る
事
前
警
鐘
の
役
割
も
担
っ
て
い
ま

す
。

 

　
昨
年
度
に
実
施
し
た
「
財
務
状
況
把
握
」

ヒ
ア
リ
ン
グ
の
際
、
糸
満
市
か
ら
要
望
が

あ
り
、
今
回
、
10
月
23
日
に
同
市
役
所
に

お
い
て
「
財
務
状
況
把
握
に
関
す
る
勉
強

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
同
勉
強
会
に

は
、
財
政
担
当
課
や
事
業
担
当
課
を
中
心

に
約
50
名
の
職
員
に
参
加
い
た
だ
き
、
当

課
の
担
当
者
か
ら
、
財
務
状
況
把
握
の
分

析
方
法
や
、
同
市
の
財
務
状
況
の
分
析
結

果
に
つ
い
て
他
市
と
の
比
較
に
よ
り
説
明

し
た
ほ
か
、
他
の
市
町
村
が
取
り
組
ん
で

い
る
収
支
改
善
事
例
の
紹
介
を
行
い
ま
し

た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、
「
各
指
標
に
基
づ

き
、
当
市
の
財
務
状
況
を
あ
ら
た
め
て
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
た
」
「
他
自
治
体
と

の
比
較
に
よ
る
当
市
の
水
準
を
把
握
す
る

こ
と
が
で
き
大
変
い
い
機
会
と
な
っ
た
」

「
財
政
健
全
化
に
向
け
た
全
国
の
取
組
事

例
も
と
て
も
参
考
に
な
る
」
な
ど
の
意
見

が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
当
課
で
は
、
今
後
も
財
務
状
況
把
握
に

関
す
る
勉
強
会
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

常
設
の
「
地
域
課
題
解
決
サ
ポ
ー
ト
窓
口
」

を
活
用
し
、
地
方
公
共
団
体
の
健
全
な
財

政
維
持
に
向
け
積
極
的
に
支
援
し
て
ま
い

り
ま
す
。

お
問
合
せ
先

　
財
務
部
　 

理
財
課

　「
地
域
課
題
解
決
サ
ポ
ー
ト
窓
口
」　

　
☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

０
０
９
２

地方公共団体の財務状況把握に関する勉強会
～団体の財務状況分析や収支改善取組事例を紹介～

を開催しました！

勉強会資料

地域課題解決サポート窓口

仕
事
の窓窓

No.2財務部
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沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
、
ス
マ
ー
ト
農

業
技
術
活
用
促
進
法
に
基
づ
き
、
農
業
者

か
ら
申
請
の
あ
っ
た
生
産
方
式
革
新
実
施

計
画
に
つ
い
て
、
令
和
７
年
９
月
30
日
に

管
内
初
と
な
る
認
定
を
行
い
、
10
月
７
日

に
認
定
証
授
与
式
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
本
法
で
は
、
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
の
活

用
及
び
こ
れ
と
併
せ
て
行
う
農
産
物
の
新

た
な
生
産
の
方
式
の
導
入
に
関
す
る
計
画

を
認
定
し
、
認
定
を
受
け
た
農
業
者
等

は
、
金
融
・
税
制
等
の
特
例
措
置
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
今
回
認
定
を
受
け
た
計
画
は
、
申
請
者

が
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
（
農
業
生
産
法
人
株

式
会
社
野
原
フ
ァ
ー
ム
）
に
さ
と
う
き
び

の
植
付
け
や
株
出
管
理
作
業
等
を
委
託

し
、
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
が
自
動
操
舵
機
能

付
き
ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
請
負
作
業
の
効

率
化
を
図
る
と
と
も
に
、
申
請
者
に
お
い

て
機
械
の
作
業
効
率
を
高
め
る
た
め
の
枕

地
の
確
保
と
畝
間
の
拡
大
を
行
う
こ
と

で
、
生
産
性
の
向
上
を
目
指
す
取
組
と

な
っ
て
い
ま
す
。

※
「
枕
地
（
ま
く
ら
じ
）
」
と
は
農
地
で
機

械
が
旋
回
す
る
の
に
必
要
な
ス
ペ
ー
ス
の

こ
と
で
、
枕
地
の
確
保
に
よ
り
機
械
の
後

進
に
係
る
作
業
が
不
要
に
な
り
ま
す
。

※
「
畝
間
（
う
ね
ま
）
」
と
は
農
地
で
作
物

を
栽
培
す
る
際
に
設
け
ら
れ
る
畝(

う
ね)

と
畝
の
間
の
ス
ペ
ー
ス
の
こ
と
で
、
機
械

の
作
業
幅
に
応
じ
た
畝
間
と
す
る
こ
と
で

作
物
を
傷
つ
け
ず
に
作
業
を
効
率
化
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

お
問
合
せ
先

　
農
林
水
産
部
　
生
産
振
興
課
　

　
☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
６
５
３

沖縄初！
スマート農業技術活用促進法に基づく
計画の認定証授与式を開催しました。

認定証授与

認定証授与

生産方式革新実施計画の概要 年９月 日認定

自動操舵機能付きトラクターによる請負作業の効率化と、機械の作業効率を高める枕地の確保及び
畝間の拡大で収益性アップ

経営上の課題 生産方式革新事業活動のイメージ
・沖縄県八重瀬町でさとうきび生産を行う申請者（30
戸）においては、高齢化や労働力不足により、さとうき
び作業の一部をサービス事業者に委託しているが、サー
ビス事業者の抱える委託農家が多く、今後も高齢化や
労働力不足が見込まれる中で、地域におけるさとうきび
経営の安定を図るには、作業効率の向上と生産性の
拡大が課題となっている。

・申請者がサービス事業者にさとうきびの植付けや株出
管理作業等を委託し、サービス事業者が自動操舵機
能付きトラクターによる請負作業の効率化を図るととも
に、申請者において機械の作業効率を高めるための枕
地の確保と畝間の拡大を行うことで、生産性の向上を
図る。

活用を計画している支援措置︓補助事業の優遇措置

新たな生産方式︓自動操舵機能付きトラクターの作業効率を
高めるための枕地の確保や畝間の拡大を通じた労働生産性の
更なる向上

活用するスマート農業技術︓自動操舵機能付きトラクター
対象品目︓さとうきび

促進事業者︓
【サービス事業者】農業生産法人株式会社野原ファーム

（沖縄県八重瀬町）

申請者︓
【代表者】野原伸也（沖縄県八重瀬町）

ほか 名（沖縄県八重瀬町）

さとうきびの植付けや株出
管理作業等の効率化

労働⽣産性の向上

【代表者】野原伸也

その他の申請者

【サービス事業者】
農業⽣産法⼈
株式会社

野原ファーム

⾃動操舵機能付き
トラクター

＋
枕地の確保、畝間の拡⼤

機械の作業効率の向上

作業委託

仕
事
の窓窓

No.4農林水産部

沖
縄
総
合
事
務
局
Ｈ
Ｐ

（
地
理
的
表
示
）

「沖縄黒糖」が地理的表示（GI）に
登録されました！

　
我
が
国
で
は
、
地
域
な
ら
で
は
の
自
然

的
、
人
文
的
、
社
会
的
な
要
因
・
環
境
の

中
で
長
年
育
ま
れ
て
き
た
品
質
、
社
会
的

評
価
等
の
特
性
を
有
す
る
産
品
の
名
称
を
、

地
域
の
知
的
財
産
と
し
て
保
護
す
る
た
め

に
地
理
的
表
示
法
が
制
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
度
、「
沖
縄
黒
糖
」（
沖
縄
県
）
が

地
理
的
表
示
法
に
基
づ
き
、
地
理
的
表
示

（
Ｇ
Ｉ
）
と
し
て
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　
約
４
０
０
年
前
か
ら
製
造
さ
れ
て
い
る

本
産
品
は
、
沖
縄
県
の
基
幹
作
物
で
あ
る

サ
ト
ウ
キ
ビ
の
み
を
原
料
と
し
、
伝
統
料

理
や
伝
統
菓
子
に
欠
か
せ
な
い
調
味
料
や

お
茶
菓
子
と
し
て
日
常
的
に
食
さ
れ
る
な

ど
広
く
浸
透
し
、
沖
縄
の
食
文
化
に
深
く

根
付
い
て
い
る
こ
と
等
か
ら
、Ｇ
Ｉ
産
品
と

し
て
国
に
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。
な
お
、

「
沖
縄
黒
糖
」
は
沖
縄
県
内
で
は
５
つ
目
の

Ｇ
Ｉ
登
録
産
品
と
な
り
ま
す
。

　
沖
縄
黒
糖
は
、
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
、
う

ま
味
、
ミ
ネ
ラ
ル
等
の
成
分
を
有
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
ほ
の
か
な
苦
味
の
あ
る
独

特
の
深
い
味
わ
い
を
持
っ
て
お
り
、
お
茶

菓
子
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

「
ラ
フ
テ
ー
」
や
「
サ
ー
タ
ー
ア
ン
ダ
ギ
ー
」

等
、
多
く
の
沖
縄
料
理
に
欠
か
せ
な
い
調

味
料
で
あ
り
、
料
理
の
味
に
深
み
と
コ
ク

を
出
し
、
菓
子
に
お
い
て
は
ロ
ー
ス
ト
感

の
あ
る
香
り
と
か
す
か
な
苦
味
の
あ
る
豊

か
な
風
味
を
加
え
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　
沖
縄
で
は
、今
回
Ｇ
Ｉ
登
録
さ
れ
た
「
沖

縄
黒
糖
」
の
ほ
か
、
ク
エ
ン
酸
を
多
く
含

む
「
琉
球
も
ろ
み
酢
」、大
玉
で
肉
厚
の
「
ぐ

し
ち
ゃ
ん
ピ
ー
マ
ン
」、
鮮
や
か
な
黄
色
の

「
中
城
島
に
ん
じ
ん
」、
伝
統
菓
子
の
「
ち

ん
す
こ
う
」
の
４
品
が
Ｇ
Ｉ
と
し
て
既
に

登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
Ｇ
Ｉ
登
録
団
体
の
構
成
員
は
「
登
録
さ

れ
た
産
品
の
名
称
（
地
理
的
表
示
）」
を
使

用
で
き
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
の
者
に
よ
る

地
理
的
表
示
や
類
似
等
表
示
の
使
用
は
、

原
則
規
制
さ
れ
ま
す
。

お
問
合
せ
先

　
農
林
水
産
部
　
食
料
産
業
課

　
☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
６
７
３

　

GI 登録された沖縄県黒砂糖協同組合の表敬訪問 ちんすこう 中城島にんじん

ぐしちゃんピーマン 琉球もろみ酢

沖縄黒糖

仕
事
の窓窓

No.5農林水産部

沖
縄
黒
糖
に
つ
い
て

沖
縄
の
Ｇ
Ｉ
登
録
産
品

産
品
の
名
称
（
地
理
的
表
示
）
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沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
、
ス
マ
ー
ト
農

業
技
術
活
用
促
進
法
に
基
づ
き
、
農
業
者

か
ら
申
請
の
あ
っ
た
生
産
方
式
革
新
実
施

計
画
に
つ
い
て
、
令
和
７
年
９
月
30
日
に

管
内
初
と
な
る
認
定
を
行
い
、
10
月
７
日

に
認
定
証
授
与
式
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
本
法
で
は
、
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
の
活

用
及
び
こ
れ
と
併
せ
て
行
う
農
産
物
の
新

た
な
生
産
の
方
式
の
導
入
に
関
す
る
計
画

を
認
定
し
、
認
定
を
受
け
た
農
業
者
等

は
、
金
融
・
税
制
等
の
特
例
措
置
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
今
回
認
定
を
受
け
た
計
画
は
、
申
請
者

が
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
（
農
業
生
産
法
人
株

式
会
社
野
原
フ
ァ
ー
ム
）
に
さ
と
う
き
び

の
植
付
け
や
株
出
管
理
作
業
等
を
委
託

し
、
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
が
自
動
操
舵
機
能

付
き
ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
請
負
作
業
の
効

率
化
を
図
る
と
と
も
に
、
申
請
者
に
お
い

て
機
械
の
作
業
効
率
を
高
め
る
た
め
の
枕

地
の
確
保
と
畝
間
の
拡
大
を
行
う
こ
と

で
、
生
産
性
の
向
上
を
目
指
す
取
組
と

な
っ
て
い
ま
す
。

※
「
枕
地
（
ま
く
ら
じ
）
」
と
は
農
地
で
機

械
が
旋
回
す
る
の
に
必
要
な
ス
ペ
ー
ス
の

こ
と
で
、
枕
地
の
確
保
に
よ
り
機
械
の
後

進
に
係
る
作
業
が
不
要
に
な
り
ま
す
。

※
「
畝
間
（
う
ね
ま
）
」
と
は
農
地
で
作
物

を
栽
培
す
る
際
に
設
け
ら
れ
る
畝(

う
ね)

と
畝
の
間
の
ス
ペ
ー
ス
の
こ
と
で
、
機
械

の
作
業
幅
に
応
じ
た
畝
間
と
す
る
こ
と
で

作
物
を
傷
つ
け
ず
に
作
業
を
効
率
化
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

お
問
合
せ
先

　
農
林
水
産
部
　
生
産
振
興
課
　

　
☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
６
５
３

沖縄初！
スマート農業技術活用促進法に基づく
計画の認定証授与式を開催しました。

認定証授与

認定証授与

生産方式革新実施計画の概要 年９月 日認定

自動操舵機能付きトラクターによる請負作業の効率化と、機械の作業効率を高める枕地の確保及び
畝間の拡大で収益性アップ

経営上の課題 生産方式革新事業活動のイメージ
・沖縄県八重瀬町でさとうきび生産を行う申請者（30
戸）においては、高齢化や労働力不足により、さとうき
び作業の一部をサービス事業者に委託しているが、サー
ビス事業者の抱える委託農家が多く、今後も高齢化や
労働力不足が見込まれる中で、地域におけるさとうきび
経営の安定を図るには、作業効率の向上と生産性の
拡大が課題となっている。

・申請者がサービス事業者にさとうきびの植付けや株出
管理作業等を委託し、サービス事業者が自動操舵機
能付きトラクターによる請負作業の効率化を図るととも
に、申請者において機械の作業効率を高めるための枕
地の確保と畝間の拡大を行うことで、生産性の向上を
図る。

活用を計画している支援措置︓補助事業の優遇措置

新たな生産方式︓自動操舵機能付きトラクターの作業効率を
高めるための枕地の確保や畝間の拡大を通じた労働生産性の
更なる向上

活用するスマート農業技術︓自動操舵機能付きトラクター
対象品目︓さとうきび

促進事業者︓
【サービス事業者】農業生産法人株式会社野原ファーム

（沖縄県八重瀬町）

申請者︓
【代表者】野原伸也（沖縄県八重瀬町）

ほか 名（沖縄県八重瀬町）

さとうきびの植付けや株出
管理作業等の効率化

労働⽣産性の向上

【代表者】野原伸也

その他の申請者

【サービス事業者】
農業⽣産法⼈
株式会社

野原ファーム

⾃動操舵機能付き
トラクター

＋
枕地の確保、畝間の拡⼤

機械の作業効率の向上

作業委託

仕
事
の窓窓

No.4農林水産部

沖
縄
総
合
事
務
局
Ｈ
Ｐ

（
地
理
的
表
示
）

「沖縄黒糖」が地理的表示（GI）に
登録されました！

　
我
が
国
で
は
、
地
域
な
ら
で
は
の
自
然

的
、
人
文
的
、
社
会
的
な
要
因
・
環
境
の

中
で
長
年
育
ま
れ
て
き
た
品
質
、
社
会
的

評
価
等
の
特
性
を
有
す
る
産
品
の
名
称
を
、

地
域
の
知
的
財
産
と
し
て
保
護
す
る
た
め

に
地
理
的
表
示
法
が
制
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
度
、「
沖
縄
黒
糖
」（
沖
縄
県
）
が

地
理
的
表
示
法
に
基
づ
き
、
地
理
的
表
示

（
Ｇ
Ｉ
）
と
し
て
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　
約
４
０
０
年
前
か
ら
製
造
さ
れ
て
い
る

本
産
品
は
、
沖
縄
県
の
基
幹
作
物
で
あ
る

サ
ト
ウ
キ
ビ
の
み
を
原
料
と
し
、
伝
統
料

理
や
伝
統
菓
子
に
欠
か
せ
な
い
調
味
料
や

お
茶
菓
子
と
し
て
日
常
的
に
食
さ
れ
る
な

ど
広
く
浸
透
し
、
沖
縄
の
食
文
化
に
深
く

根
付
い
て
い
る
こ
と
等
か
ら
、Ｇ
Ｉ
産
品
と

し
て
国
に
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。
な
お
、

「
沖
縄
黒
糖
」
は
沖
縄
県
内
で
は
５
つ
目
の

Ｇ
Ｉ
登
録
産
品
と
な
り
ま
す
。

　
沖
縄
黒
糖
は
、
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
、
う

ま
味
、
ミ
ネ
ラ
ル
等
の
成
分
を
有
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
ほ
の
か
な
苦
味
の
あ
る
独

特
の
深
い
味
わ
い
を
持
っ
て
お
り
、
お
茶

菓
子
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

「
ラ
フ
テ
ー
」
や
「
サ
ー
タ
ー
ア
ン
ダ
ギ
ー
」

等
、
多
く
の
沖
縄
料
理
に
欠
か
せ
な
い
調

味
料
で
あ
り
、
料
理
の
味
に
深
み
と
コ
ク

を
出
し
、
菓
子
に
お
い
て
は
ロ
ー
ス
ト
感

の
あ
る
香
り
と
か
す
か
な
苦
味
の
あ
る
豊

か
な
風
味
を
加
え
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　
沖
縄
で
は
、今
回
Ｇ
Ｉ
登
録
さ
れ
た
「
沖

縄
黒
糖
」
の
ほ
か
、
ク
エ
ン
酸
を
多
く
含

む
「
琉
球
も
ろ
み
酢
」、大
玉
で
肉
厚
の
「
ぐ

し
ち
ゃ
ん
ピ
ー
マ
ン
」、
鮮
や
か
な
黄
色
の

「
中
城
島
に
ん
じ
ん
」、
伝
統
菓
子
の
「
ち

ん
す
こ
う
」
の
４
品
が
Ｇ
Ｉ
と
し
て
既
に

登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
Ｇ
Ｉ
登
録
団
体
の
構
成
員
は
「
登
録
さ

れ
た
産
品
の
名
称
（
地
理
的
表
示
）」
を
使

用
で
き
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
の
者
に
よ
る

地
理
的
表
示
や
類
似
等
表
示
の
使
用
は
、

原
則
規
制
さ
れ
ま
す
。

お
問
合
せ
先

　
農
林
水
産
部
　
食
料
産
業
課

　
☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
６
７
３

　

GI 登録された沖縄県黒砂糖協同組合の表敬訪問 ちんすこう 中城島にんじん

ぐしちゃんピーマン 琉球もろみ酢

沖縄黒糖

仕
事
の窓窓

No.5農林水産部

沖
縄
黒
糖
に
つ
い
て

沖
縄
の
Ｇ
Ｉ
登
録
産
品

産
品
の
名
称
（
地
理
的
表
示
）
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お
問
合
せ
先

　
農
林
水
産
部
　
消
費
・
安
全
課
　

　
☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
６
７
２

　
お
米
、
米
加
工
品
は
、
米
ト
レ
ー
サ
ビ

リ
テ
ィ
法
に
よ
り
、
取
引
等
の
記
録
を
作

成
・
保
存
す
る
こ
と
で
、
問
題
が
発
生
し

た
場
合
、
流
通
ル
ー
ト
を
速
や
か
に
特
定

で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

レ
ス
ト
ラ
ン
や
食
堂
な
ど
で
米
飯
を
提
供

す
る
場
合
は
、
一
般
消
費
者
に
米
飯
の
産

地
を
伝
達
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
レ
ス
ト
ラ
ン
や
食
堂
な
ど
で
の
米
飯
の

産
地
情
報
の
伝
達
方
法
に
は
、「
店
内
に
産

地
情
報
を
掲
示
」、「
メ
ニ
ュ
ー
に
産
地
情

報
を
記
載
」
等
が
あ
り
ま
す
。
産
地
が
国

内
の
場
合
に
は「
国
内
産
」や「
国
産
」と
、

産
地
が
外
国
の
場
合
は
、
そ
の
国
名
（
ア

メ
リ
カ
産
米
な
ら
「
ア
メ
リ
カ
産
」、
国
名

を
省
略
し
州
名
等
の
み
で
の
記
載
は
不
可
）

で
記
載
し
ま
す
。
た
だ
し
、
産
地
が
国
内

の
場
合
に
は
都
道
府
県
名
等
の
一
般
的
に

知
ら
れ
た
地
名
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
産
地

が
複
数
あ
る
場
合
は
、
使
用
し
た
重
量
順

に
産
地
を
記
載
し
伝
達
し
ま
す
。

　
消
費
者
の
皆
様
も
、
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど

で
米
飯
を
ご
注
文
の
際
は
産
地
情
報
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ
先

　
農
林
水
産
部
　
生
産
振
興
課
畜
産
振
興
室

　
☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
６
５
３

　
11
月
１
日
、
糸
満
市
の
南
部
家
畜
市
場

で
、
第
51
回
沖
縄
県
畜
産
共
進
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
同
共
進
会
は
、
県
内
の
家
畜
改
良
増
殖

を
促
進
し
、
畜
産
農
家
が
相
互
に
研
鑽
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
毎
年
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
今
回
の
共
進
会
に
は
、
黒
毛
和
牛
と
乳

牛
合
わ
せ
て
61
頭
が
出
品
さ
れ
、
各
部
門

に
お
け
る
審
査
の
結
果
、
最
優
秀
賞
の
農

林
水
産
大
臣
賞
に
は
、
肉
用
牛
の
母
牛
と

娘
牛
を
出
品
す
る
高
等
登
録
群
部
門
で
優

秀
賞
１
席
と
な
っ
た
前
門
真
秀
氏
が
選
出

さ
れ
て
い
ま
す
。
会
場
で
は
乳
搾
り
体
験

や
獣
医
師
体
験
と
い
っ
た
様
々
な
イ
ベ
ン

ト
も
行
わ
れ
、
多
く
の
家
族
連
れ
に
畜
産

の
魅
力
を
発
信
す
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

県
内
自
慢
の
牛
が
一
堂
に
！

第
51
回
沖
縄
県
畜
産
共
進
会
開
催

外
食
店
で
提
供
さ
れ
る
米
飯
の

「
産
地
情
報
」に
つ
い
て

「国産」表示

「アメリカ産、国内産」

【米トレサ法】外食店向けパンフレットの表示例

審査に向け
牛を磨きあげる

畜産農家

沖縄総合事務局長　
開会祝辞

農林水産大臣賞の前門真秀さん

仕
事
の窓窓

No.6農林水産部

仕
事
の窓窓

No.7農林水産部

部門 １席受賞（乳用牛）
若雌第１類

若雌第２類

成雌第１類

成雌第２類

団  体  賞

登川　文雄

伊敷　哲也

浦崎　徹也

具志堅　忍
八重瀬町

沖縄市

糸満市

八重瀬町

南城市

部門 １席受賞（肉用牛・肉牛）
若雌第１類

若雌第２類

高等登録群

肉　　 牛

団  体  賞

玉城　大樹

山城　義光

前門　真秀

石川　　豊
糸満市・沖縄市

読谷村

糸満市

糸満市

うるま市

　
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
は
、
こ
れ
ま
で
有
機
農
産

物
、
有
機
加
工
食
品
、
有
機
飼
料
及
び
有

機
畜
産
物
の
４
品
目
に
そ
れ
ぞ
れ
規
格
が

定
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
令
和
３
年
12

月
に
新
た
に
有
機
藻
類
の
規
格
が
制
定
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
踏
ま
え
、
全
国
で
初
め
て
も
ず

く
、
あ
お
さ
で
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
証
を
取
得

し
た
、｢

も
ず
く
有
機
の
会｣

、｢

あ
お
さ
有
機

の
会｣

の
構
成
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
り
、
有
機

加
工
食
品
を
製
造
し
て
い
る
農
業
生
産
法

人
株
式
会
社
島
酒
家
の
石
黒
代
表
か
ら
お

話
を
伺
い
ま
し
た
の
で
紹
介
い
た
し
ま
す
。

◆ 

島
酒
家
に
つ
い
て

　
島
酒
家
は
平
成
16
年
に
泡
盛
の
問
屋
と

し
て
創
業
し
、
現
在
は
主
に
沖
縄
産
の
有

機
原
材
料
を
使
用
し
た
、
島
唐
辛
子
、
島

こ
し
ょ
う
、
も
ず
く
、
あ
お
さ
、
生
姜
あ

め
な
ど
の
有
機
加
工
食
品
を
製
造
・
販
売

し
て
い
ま
す
。

◆ 「
有
機
も
ず
く
」
に
つ
い
て

　
南
城
市
の
奥
武
島
で
生
産
さ
れ
る
も
ず

く
が
、
自
然
を
生
か
し
た
方
法
で
栽
培
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
、
生
産
者
４
名

と
当
社
で
構
成
す
る
「
も
ず
く
有
機
の
会
」

に
お
い
て
、
令
和
４
年
12
月
に
有
機
も
ず

く
の
認
証
を
取
得
し
ま
し
た
。
有
機
も
ず

く
は
、
生
産
者
で
も
あ
る
嶺
井
氏
が
代
表

を
務
め
る
有
限
会
社
マ
ル
ミ
ネ
産
業
で
塩

蔵
、乾
燥
、パ
ッ
ク
詰
め
を
行
っ
て
い
ま
す
。

パ
ッ
ク
詰
め
さ
れ
た
「
有
機
も
ず
く
商
品
」

は
、
当
社
が
最
終
確
認
を
行
い
有
機
Ｊ
Ａ

Ｓ
マ
ー
ク
の
シ
ー
ル
を
添
付
し
販
売
し
て

い
ま
す
。

◆ 

今
後
の
取
組

　
沖
縄
で
生
産
さ
れ
て
い
る
品
目
に
着
目

し
、
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
証
を
取
得
し
て
付
加

価
値
を
高
め
た
商
品
を
開
発
す
る
こ
と
で

生
産
者
に
還
元
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
農
福
連
携
に
よ
り
地
元
の
雇

用
に
も
貢
献
し
て
い
き
た
い
で
す
。

   

　
沖
縄
総
合
事
務
局
と
し
て
も
、
食
の
安

全
・
安
心
に
関
わ
る
取
組
や
食
に
関
す
る

様
々
な
情
報
を
引
き
続
き
消
費
者
の
皆
様

に
紹
介
し
て
ま
い
り
ま
す
。

お
問
合
せ
先

　
農
林
水
産
部
　
消
費
・
安
全
課
　

　
☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
６
７
２

沖縄で有機藻類の認証を
取得した島酒家

石
黒
代
表
の
お
話

石黒代表・嶺井代表

有機もずく収穫

有機あおさ収穫状況

仕
事
の窓窓

No.8農林水産部
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お
問
合
せ
先

　
農
林
水
産
部
　
消
費
・
安
全
課
　

　
☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
６
７
２

　
お
米
、
米
加
工
品
は
、
米
ト
レ
ー
サ
ビ

リ
テ
ィ
法
に
よ
り
、
取
引
等
の
記
録
を
作

成
・
保
存
す
る
こ
と
で
、
問
題
が
発
生
し

た
場
合
、
流
通
ル
ー
ト
を
速
や
か
に
特
定

で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

レ
ス
ト
ラ
ン
や
食
堂
な
ど
で
米
飯
を
提
供

す
る
場
合
は
、
一
般
消
費
者
に
米
飯
の
産

地
を
伝
達
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
レ
ス
ト
ラ
ン
や
食
堂
な
ど
で
の
米
飯
の

産
地
情
報
の
伝
達
方
法
に
は
、「
店
内
に
産

地
情
報
を
掲
示
」、「
メ
ニ
ュ
ー
に
産
地
情

報
を
記
載
」
等
が
あ
り
ま
す
。
産
地
が
国

内
の
場
合
に
は「
国
内
産
」や「
国
産
」と
、

産
地
が
外
国
の
場
合
は
、
そ
の
国
名
（
ア

メ
リ
カ
産
米
な
ら
「
ア
メ
リ
カ
産
」、
国
名

を
省
略
し
州
名
等
の
み
で
の
記
載
は
不
可
）

で
記
載
し
ま
す
。
た
だ
し
、
産
地
が
国
内

の
場
合
に
は
都
道
府
県
名
等
の
一
般
的
に

知
ら
れ
た
地
名
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
産
地

が
複
数
あ
る
場
合
は
、
使
用
し
た
重
量
順

に
産
地
を
記
載
し
伝
達
し
ま
す
。

　
消
費
者
の
皆
様
も
、
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど

で
米
飯
を
ご
注
文
の
際
は
産
地
情
報
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ
先

　
農
林
水
産
部
　
生
産
振
興
課
畜
産
振
興
室

　
☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
６
５
３

　
11
月
１
日
、
糸
満
市
の
南
部
家
畜
市
場

で
、
第
51
回
沖
縄
県
畜
産
共
進
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
同
共
進
会
は
、
県
内
の
家
畜
改
良
増
殖

を
促
進
し
、
畜
産
農
家
が
相
互
に
研
鑽
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
毎
年
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
今
回
の
共
進
会
に
は
、
黒
毛
和
牛
と
乳

牛
合
わ
せ
て
61
頭
が
出
品
さ
れ
、
各
部
門

に
お
け
る
審
査
の
結
果
、
最
優
秀
賞
の
農

林
水
産
大
臣
賞
に
は
、
肉
用
牛
の
母
牛
と

娘
牛
を
出
品
す
る
高
等
登
録
群
部
門
で
優

秀
賞
１
席
と
な
っ
た
前
門
真
秀
氏
が
選
出

さ
れ
て
い
ま
す
。
会
場
で
は
乳
搾
り
体
験

や
獣
医
師
体
験
と
い
っ
た
様
々
な
イ
ベ
ン

ト
も
行
わ
れ
、
多
く
の
家
族
連
れ
に
畜
産

の
魅
力
を
発
信
す
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

県
内
自
慢
の
牛
が
一
堂
に
！

第
51
回
沖
縄
県
畜
産
共
進
会
開
催

外
食
店
で
提
供
さ
れ
る
米
飯
の

「
産
地
情
報
」に
つ
い
て

「国産」表示

「アメリカ産、国内産」

【米トレサ法】外食店向けパンフレットの表示例

審査に向け
牛を磨きあげる

畜産農家

沖縄総合事務局長　
開会祝辞

農林水産大臣賞の前門真秀さん

仕
事
の窓窓

No.6農林水産部

仕
事
の窓窓

No.7農林水産部

部門 １席受賞（乳用牛）
若雌第１類

若雌第２類

成雌第１類

成雌第２類

団  体  賞

登川　文雄

伊敷　哲也

浦崎　徹也

具志堅　忍
八重瀬町

沖縄市

糸満市

八重瀬町

南城市

部門 １席受賞（肉用牛・肉牛）
若雌第１類

若雌第２類

高等登録群

肉　　 牛

団  体  賞

玉城　大樹

山城　義光

前門　真秀

石川　　豊
糸満市・沖縄市

読谷村

糸満市

糸満市

うるま市

　
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
は
、
こ
れ
ま
で
有
機
農
産

物
、
有
機
加
工
食
品
、
有
機
飼
料
及
び
有

機
畜
産
物
の
４
品
目
に
そ
れ
ぞ
れ
規
格
が

定
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
令
和
３
年
12

月
に
新
た
に
有
機
藻
類
の
規
格
が
制
定
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
踏
ま
え
、
全
国
で
初
め
て
も
ず

く
、
あ
お
さ
で
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
証
を
取
得

し
た
、｢

も
ず
く
有
機
の
会｣

、｢

あ
お
さ
有
機

の
会｣

の
構
成
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
り
、
有
機

加
工
食
品
を
製
造
し
て
い
る
農
業
生
産
法

人
株
式
会
社
島
酒
家
の
石
黒
代
表
か
ら
お

話
を
伺
い
ま
し
た
の
で
紹
介
い
た
し
ま
す
。

◆ 

島
酒
家
に
つ
い
て

　
島
酒
家
は
平
成
16
年
に
泡
盛
の
問
屋
と

し
て
創
業
し
、
現
在
は
主
に
沖
縄
産
の
有

機
原
材
料
を
使
用
し
た
、
島
唐
辛
子
、
島

こ
し
ょ
う
、
も
ず
く
、
あ
お
さ
、
生
姜
あ

め
な
ど
の
有
機
加
工
食
品
を
製
造
・
販
売

し
て
い
ま
す
。

◆ 「
有
機
も
ず
く
」
に
つ
い
て

　
南
城
市
の
奥
武
島
で
生
産
さ
れ
る
も
ず

く
が
、
自
然
を
生
か
し
た
方
法
で
栽
培
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
、
生
産
者
４
名

と
当
社
で
構
成
す
る
「
も
ず
く
有
機
の
会
」

に
お
い
て
、
令
和
４
年
12
月
に
有
機
も
ず

く
の
認
証
を
取
得
し
ま
し
た
。
有
機
も
ず

く
は
、
生
産
者
で
も
あ
る
嶺
井
氏
が
代
表

を
務
め
る
有
限
会
社
マ
ル
ミ
ネ
産
業
で
塩

蔵
、乾
燥
、パ
ッ
ク
詰
め
を
行
っ
て
い
ま
す
。

パ
ッ
ク
詰
め
さ
れ
た
「
有
機
も
ず
く
商
品
」

は
、
当
社
が
最
終
確
認
を
行
い
有
機
Ｊ
Ａ

Ｓ
マ
ー
ク
の
シ
ー
ル
を
添
付
し
販
売
し
て

い
ま
す
。

◆ 

今
後
の
取
組

　
沖
縄
で
生
産
さ
れ
て
い
る
品
目
に
着
目

し
、
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
証
を
取
得
し
て
付
加

価
値
を
高
め
た
商
品
を
開
発
す
る
こ
と
で

生
産
者
に
還
元
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
農
福
連
携
に
よ
り
地
元
の
雇

用
に
も
貢
献
し
て
い
き
た
い
で
す
。

   

　
沖
縄
総
合
事
務
局
と
し
て
も
、
食
の
安

全
・
安
心
に
関
わ
る
取
組
や
食
に
関
す
る

様
々
な
情
報
を
引
き
続
き
消
費
者
の
皆
様

に
紹
介
し
て
ま
い
り
ま
す
。

お
問
合
せ
先

　
農
林
水
産
部
　
消
費
・
安
全
課
　

　
☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
６
７
２

沖縄で有機藻類の認証を
取得した島酒家

石
黒
代
表
の
お
話

石黒代表・嶺井代表

有機もずく収穫

有機あおさ収穫状況

仕
事
の窓窓

No.8農林水産部
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お
問
合
せ
先

　
運
輸
部
　
車
両
安
全
課

　
☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
８
３
７

　
沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
、
不
正
改
造
車

を
排
除
し
、
車
両
の
安
全
確
保
及
び
環
境

保
全
を
図
る
た
め
、
関
係
機
関
及
び
関
係

団
体
と
協
力
し
て
、「
不
正
改
造
車
を
排
除

す
る
運
動
」
を
展
開
し
、
特
に
10
月
を
強

化
月
間
と
し
て
、
不
正
改
造
車
の
よ
り
一

層
の
排
除
に
向
け
た
取
組
を
集
中
的
に

行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
取
組
の
一
環
と
し
て
、
当
局
陸
運

事
務
所
で
は
、
沖
縄
県
警
察
本
部
、（
独
）

自
動
車
技
術
総
合
機
構
、
軽
自
動
車
検
査

協
会
と
連
携
し
、
深
夜
に
騒
音
を
ま
き
散

ら
す
な
ど
、
他
の
交
通
や
近
隣
住
民
に
多

大
な
危
険
と
迷
惑
を
及
ぼ
し
て
い
る
違
法

マ
フ
ラ
ー
を
装
着
し
た
二
輪
の
不
正
改
造

車
を
重
点
的
に
排
除
す
る
た
め
に
街
頭
検

査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
８
台
の
車
両
を
検
査
し
、

騒
音
基
準
を
満
た
さ
な
い
マ
フ
ラ
ー
の
取

り
付
け
、
違
法
な
灯
火
器
の
取
り
付
け
等

の
不
正
改
造
さ
れ
て
い
た
４
台
に
対
し
て

整
備
命
令
書
を
交
付
し
、
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト

の
不
点
灯
等
の
整
備
不
良
車
両
４
台
に
対

し
て
口
頭
警
告
し
、
改
善
措
置
を
命
じ
ま

し
た
。
整
備
命
令
の
交
付
を
受
け
た
自
動

車
の
使
用
者
は
、
必
要
な
整
備
を
行
い
、

陸
運
事
務
所
で
車
両
の
確
認
を
受
け
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

マ
フ
ラ
ー
な
ど
不
正
改
造
さ
れ
た

二
輪
車
を
取
り
締
ま
る

深
夜
街
頭
検
査
を
実
施
し
ま
し
た
！

　
10
月
29
日
、「
令
和
７
年
度
鉄
道
及
び
軌

道
の
運
転
無
事
故
沖
縄
総
合
事
務
局
長
表

彰
並
び
に
運
転
関
係
従
事
員
沖
縄
総
合
事

務
局
長
表
彰
」
を
沖
縄
総
合
事
務
局
に
て

局
長
代
理
と
し
て
次
長
が
出
席
の
も
と
実

施
し
ま
し
た
。

　
本
表
彰
は
、
所
定
の
期
間
中
、
責
任
事

故
が
皆
無
で
あ
り
、
か
つ
運
転
保
安
業
務

の
成
績
が
優
秀
と
認
め
ら
れ
る
鉄
軌
道
事

業
者
に
対
す
る
表
彰
と
運
転
関
係
従
事
員

と
し
て
、
20
年
以
上
に
わ
た
っ
て
勤
続
し
、

年
齢
40
歳
以
上
の
者
で
、
そ
の
責
任
に
起

因
す
る
運
転
事
故
が
皆
無
で
あ
り
、
か
つ
、

勤
務
成
績
が
優
秀
で
他
の
係
員
の
模
範
と

認
め
ら
れ
る
者
が
対
象
と
し
て
お
り
、
10

月
に
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　
受
賞
者
と
な
る
沖
縄
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル

株
式
会
社
は
連
続
９
期
目
の
受
賞
と
な
り
、

あ
わ
せ
て
３
名
の
運
転
関
係
従
事
者
が
受

賞
と
な
り
ま
し
た
。

お
問
合
せ
先

　
運
輸
部
　
車
両
安
全
課

　
☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
８
３
７ 軌

道
の
運
転
無
事
故
表
彰
並
び
に

運
転
関
係
従
事
員
表
彰
を

実
施
し
ま
し
た
！

次長と受賞者との集合写真 受章式の様子

マフラー騒音測定の風景

深夜街頭検査の風景

仕
事
の窓窓

No.9運輸部

仕
事
の窓窓

No.10運輸部

※四捨五入のため合計は一致しない

　
こ
の
日
は
、
石
垣
島
に
お
け
る
お
米
（
備

蓄
米
）
の
販
売
状
況
に
つ
い
て
地
元
の
お

米
屋
さ
ん
に
取
材
し
ま
す
。

内閣府だより

　「強い経済」を実現する総合経済対策を踏まえ、沖縄における地方の伸び代の活用と暮らしの安定、中小企業・小規模事業者をは
じめとする賃上げ環境の整備、防災・減災・国土強靱化の推進、未来に向けた投資の拡大を実施するため、令和7年度補正予算に
289億円を計上しました。

令和７年度補正予算に289億円を計上

沖縄県の駐留軍用地の返還後の円滑な跡地利用を見据え、特定駐留軍用地等内における自治体の計画的・継続的な土地の
先行取得の取組を支援する。【20億円】

地方の伸び代の活用と暮らしの安定
駐留軍用地跡地先行取得事業費

物価高騰等の影響を受けている沖縄県の事業者等の事業継続を支援し、長期・低利資金を安定的に供給するという政策金融
機関としての役割を果たせるよう、沖縄振興開発金融公庫の業務の運営に資するための補給金を速やかに給付する。【６億円】

中小企業・小規模事業者をはじめとする賃上げ環境の整備
沖縄振興開発金融公庫に対する補給金

「量子技術」、「エネルギー」を含む先端科学技術等において研究を進展させ、新たなイノベーションの創出を図るため、研究
に不可欠な基盤整備等を行い、OISTの研究力を更に強化する。【23億円】

未来に向けた投資の拡大
沖縄科学技術大学院大学（OIST）における研究基盤の整備等の加速化等の支援

沖縄における道路、港湾、農業農村整備等に係る防災・減災・国土強靱化のための取組等を推進する。【175億円】

防災・減災・国土強靱化の推進
沖縄における公共事業等に係る防災・減災・国土強靱化の推進等

沖縄県が自主的な選択に基づいて実施する振興の基盤となる施設の整備に関する事業のうち、防災・減災・国土強靱化等の
観点から緊急性・必要性の高い事業の実施を加速化するため、交付金を活用した支援を行う。【64億円】

沖縄振興公共投資交付金を活用した防災・減災・国土強靱化の推進等

お し ご とお し ご と 紹 介
4コマで分かる!! 
内閣府沖縄総合事務局農林水産部の

One Day～とある一日～【石垣出張】
今回のテーマは・・・
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34

　
私
は
、
農
政
課
で
部
の
総
括
・
広
報
業
務
を

担
当
し
て
い
る
採
用
１
年
目
の
宮
国
で
す
。

　
取
材
の
後
、
田
ん
ぼ
や
精
米
機
も
見
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
新
米
と
備
蓄
米
で
は
精
米
時
の
削
り
具

合
い
が
違
う
そ
う
で
す
。

　
栽
培
時
に
活
用
し
て
い
る
ス
マ
ー
ト
農

業
技
術
に
つ
い
て
も
お
聞
き
し
ま
し
た
！

　
局
に
戻
り
、
原
稿
を
作
成
し
ま
す
！

　
お
米
の
販
売
状
況
の
取
材
に
加
え
て
、

田
ん
ぼ
や
精
米
ま
で
見
学
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
と
て
も
勉
強
に
な
る
１
日
で
し
た

　
農
林
水
産
部
で
は
、Ｓ
Ｎ
Ｓ（
部

Ｘ
）な
ど
で
沖
縄
の
農
林
水
産
業
・

食
品
産
業
の
魅
力
を
発
信
し
て
い

る
の
で
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
！

　
今
日
は
局
広
報
誌「
群
星
」※
に
掲
載
す
る
記

事
の
取
材
を
行
う
た
め
、石
垣
島
へ
出
張
で
す
！

私たちは
お米の販売だけでなく、
栽培や精米も行っています。
みなさまにおいしいお米を
お届けするため、
日々頑張っています！

メモメモ
メモメモ

メモ

メモ

メモメモ

実
際
に

出
来
上
が
っ
た

記
事
が
こ
ち
ら

　
現
在
、
当
局
で
は
県
内
自
治
体
向
け
に
「
国
の
会
計
実
務
に
触
れ
ら
れ
る
研
修
」
を
新
た
に
企

画
し
、
県
内
各
市
町
村
を
順
次
訪
問
し
提
案
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
各
市
町
村
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
だ
け
で
は
な
く
、
当
局
に
と
っ
て
も
、
研

修
を
通
し
て
沖
縄
振
興
の
一
環
と
し
て
の
「
自
治
体
支
援
」
に
寄
与
で
き
る
内
容
に
な
っ
て
お
り
、
可
能
な
限
り

長
く
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
採
用
業
務
以
外
の
業
務
も
や
っ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
・
・
・

精米機

田んぼ

群星９・10月号

部の取組をSNSなどでPRするための
写真を撮っている様子

石垣島
Let’s Go～!

ただいま～

農林水産部公式X
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お
問
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せ
先

　
運
輸
部
　
車
両
安
全
課

　
☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
８
３
７

　
沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
、
不
正
改
造
車

を
排
除
し
、
車
両
の
安
全
確
保
及
び
環
境

保
全
を
図
る
た
め
、
関
係
機
関
及
び
関
係

団
体
と
協
力
し
て
、「
不
正
改
造
車
を
排
除

す
る
運
動
」
を
展
開
し
、
特
に
10
月
を
強

化
月
間
と
し
て
、
不
正
改
造
車
の
よ
り
一

層
の
排
除
に
向
け
た
取
組
を
集
中
的
に

行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
取
組
の
一
環
と
し
て
、
当
局
陸
運

事
務
所
で
は
、
沖
縄
県
警
察
本
部
、（
独
）

自
動
車
技
術
総
合
機
構
、
軽
自
動
車
検
査

協
会
と
連
携
し
、
深
夜
に
騒
音
を
ま
き
散

ら
す
な
ど
、
他
の
交
通
や
近
隣
住
民
に
多

大
な
危
険
と
迷
惑
を
及
ぼ
し
て
い
る
違
法

マ
フ
ラ
ー
を
装
着
し
た
二
輪
の
不
正
改
造

車
を
重
点
的
に
排
除
す
る
た
め
に
街
頭
検

査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
８
台
の
車
両
を
検
査
し
、

騒
音
基
準
を
満
た
さ
な
い
マ
フ
ラ
ー
の
取

り
付
け
、
違
法
な
灯
火
器
の
取
り
付
け
等

の
不
正
改
造
さ
れ
て
い
た
４
台
に
対
し
て

整
備
命
令
書
を
交
付
し
、
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト

の
不
点
灯
等
の
整
備
不
良
車
両
４
台
に
対

し
て
口
頭
警
告
し
、
改
善
措
置
を
命
じ
ま

し
た
。
整
備
命
令
の
交
付
を
受
け
た
自
動

車
の
使
用
者
は
、
必
要
な
整
備
を
行
い
、

陸
運
事
務
所
で
車
両
の
確
認
を
受
け
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

マ
フ
ラ
ー
な
ど
不
正
改
造
さ
れ
た

二
輪
車
を
取
り
締
ま
る

深
夜
街
頭
検
査
を
実
施
し
ま
し
た
！

　
10
月
29
日
、「
令
和
７
年
度
鉄
道
及
び
軌

道
の
運
転
無
事
故
沖
縄
総
合
事
務
局
長
表

彰
並
び
に
運
転
関
係
従
事
員
沖
縄
総
合
事

務
局
長
表
彰
」
を
沖
縄
総
合
事
務
局
に
て

局
長
代
理
と
し
て
次
長
が
出
席
の
も
と
実

施
し
ま
し
た
。

　
本
表
彰
は
、
所
定
の
期
間
中
、
責
任
事

故
が
皆
無
で
あ
り
、
か
つ
運
転
保
安
業
務

の
成
績
が
優
秀
と
認
め
ら
れ
る
鉄
軌
道
事

業
者
に
対
す
る
表
彰
と
運
転
関
係
従
事
員

と
し
て
、
20
年
以
上
に
わ
た
っ
て
勤
続
し
、

年
齢
40
歳
以
上
の
者
で
、
そ
の
責
任
に
起

因
す
る
運
転
事
故
が
皆
無
で
あ
り
、
か
つ
、

勤
務
成
績
が
優
秀
で
他
の
係
員
の
模
範
と

認
め
ら
れ
る
者
が
対
象
と
し
て
お
り
、
10

月
に
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　
受
賞
者
と
な
る
沖
縄
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル

株
式
会
社
は
連
続
９
期
目
の
受
賞
と
な
り
、

あ
わ
せ
て
３
名
の
運
転
関
係
従
事
者
が
受

賞
と
な
り
ま
し
た
。

お
問
合
せ
先

　
運
輸
部
　
車
両
安
全
課

　
☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
８
３
７ 軌

道
の
運
転
無
事
故
表
彰
並
び
に

運
転
関
係
従
事
員
表
彰
を

実
施
し
ま
し
た
！

次長と受賞者との集合写真 受章式の様子

マフラー騒音測定の風景

深夜街頭検査の風景

仕
事
の窓窓

No.9運輸部

仕
事
の窓窓

No.10運輸部

※四捨五入のため合計は一致しない

　
こ
の
日
は
、
石
垣
島
に
お
け
る
お
米
（
備

蓄
米
）
の
販
売
状
況
に
つ
い
て
地
元
の
お

米
屋
さ
ん
に
取
材
し
ま
す
。

内閣府だより

　「強い経済」を実現する総合経済対策を踏まえ、沖縄における地方の伸び代の活用と暮らしの安定、中小企業・小規模事業者をは
じめとする賃上げ環境の整備、防災・減災・国土強靱化の推進、未来に向けた投資の拡大を実施するため、令和7年度補正予算に
289億円を計上しました。

令和７年度補正予算に289億円を計上

沖縄県の駐留軍用地の返還後の円滑な跡地利用を見据え、特定駐留軍用地等内における自治体の計画的・継続的な土地の
先行取得の取組を支援する。【20億円】

地方の伸び代の活用と暮らしの安定
駐留軍用地跡地先行取得事業費

物価高騰等の影響を受けている沖縄県の事業者等の事業継続を支援し、長期・低利資金を安定的に供給するという政策金融
機関としての役割を果たせるよう、沖縄振興開発金融公庫の業務の運営に資するための補給金を速やかに給付する。【６億円】

中小企業・小規模事業者をはじめとする賃上げ環境の整備
沖縄振興開発金融公庫に対する補給金

「量子技術」、「エネルギー」を含む先端科学技術等において研究を進展させ、新たなイノベーションの創出を図るため、研究
に不可欠な基盤整備等を行い、OISTの研究力を更に強化する。【23億円】

未来に向けた投資の拡大
沖縄科学技術大学院大学（OIST）における研究基盤の整備等の加速化等の支援

沖縄における道路、港湾、農業農村整備等に係る防災・減災・国土強靱化のための取組等を推進する。【175億円】

防災・減災・国土強靱化の推進
沖縄における公共事業等に係る防災・減災・国土強靱化の推進等

沖縄県が自主的な選択に基づいて実施する振興の基盤となる施設の整備に関する事業のうち、防災・減災・国土強靱化等の
観点から緊急性・必要性の高い事業の実施を加速化するため、交付金を活用した支援を行う。【64億円】

沖縄振興公共投資交付金を活用した防災・減災・国土強靱化の推進等

お し ご とお し ご と 紹 介
4コマで分かる!! 
内閣府沖縄総合事務局農林水産部の

One Day～とある一日～【石垣出張】
今回のテーマは・・・
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私
は
、
農
政
課
で
部
の
総
括
・
広
報
業
務
を

担
当
し
て
い
る
採
用
１
年
目
の
宮
国
で
す
。

　
取
材
の
後
、
田
ん
ぼ
や
精
米
機
も
見
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
新
米
と
備
蓄
米
で
は
精
米
時
の
削
り
具

合
い
が
違
う
そ
う
で
す
。

　
栽
培
時
に
活
用
し
て
い
る
ス
マ
ー
ト
農

業
技
術
に
つ
い
て
も
お
聞
き
し
ま
し
た
！

　
局
に
戻
り
、
原
稿
を
作
成
し
ま
す
！

　
お
米
の
販
売
状
況
の
取
材
に
加
え
て
、

田
ん
ぼ
や
精
米
ま
で
見
学
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
と
て
も
勉
強
に
な
る
１
日
で
し
た

　
農
林
水
産
部
で
は
、Ｓ
Ｎ
Ｓ（
部

Ｘ
）な
ど
で
沖
縄
の
農
林
水
産
業
・

食
品
産
業
の
魅
力
を
発
信
し
て
い

る
の
で
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
！

　
今
日
は
局
広
報
誌「
群
星
」※
に
掲
載
す
る
記

事
の
取
材
を
行
う
た
め
、石
垣
島
へ
出
張
で
す
！

私たちは
お米の販売だけでなく、
栽培や精米も行っています。
みなさまにおいしいお米を
お届けするため、
日々頑張っています！

メモメモ
メモメモ

メモ

メモ

メモメモ

実
際
に

出
来
上
が
っ
た

記
事
が
こ
ち
ら

　
現
在
、
当
局
で
は
県
内
自
治
体
向
け
に
「
国
の
会
計
実
務
に
触
れ
ら
れ
る
研
修
」
を
新
た
に
企

画
し
、
県
内
各
市
町
村
を
順
次
訪
問
し
提
案
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
各
市
町
村
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
だ
け
で
は
な
く
、
当
局
に
と
っ
て
も
、
研

修
を
通
し
て
沖
縄
振
興
の
一
環
と
し
て
の
「
自
治
体
支
援
」
に
寄
与
で
き
る
内
容
に
な
っ
て
お
り
、
可
能
な
限
り

長
く
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
採
用
業
務
以
外
の
業
務
も
や
っ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
・
・
・

精米機

田んぼ

群星９・10月号

部の取組をSNSなどでPRするための
写真を撮っている様子

石垣島
Let’s Go～!

ただいま～

農林水産部公式X
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お知らせ① Informationお知らせ② Information

館内装飾  ラントンネル（2025同イベント）

沖縄国際洋蘭博覧会 2025最優秀賞
（内閣総理大臣賞）
パフィオペディルム属 出展作品の展示風景（2025 同イベント）

入賞花の展示風景（2025 同イベント）

沖縄国際洋蘭博覧会2026開催のお知らせ
　令和８年１月24日(土)～２月１日(日)、海洋博公園熱帯ドリームセンターにおいて｢沖縄国際洋蘭博覧会
2026(主催：沖縄国際洋蘭博覧会　実行委員会)｣が開催されます。
　本博覧会は、蘭の普及を促進するとともに、蘭の保全と花卉園芸の発展、芸術文化の創造、観光振興への
貢献、そして都市の緑化と公園の活用促進を目的に開催されており、今回で国内最多となる第38回目を迎
えます。
　本博覧会では、国内外から出展された多種多様な蘭の鉢物や切花の他、フラワーアレンジメントやディス
プレイなどたくさんの蘭の作品が展示され、その中から選ばれた最優秀賞には、国内で唯一「内閣総理大臣
賞」が授与されます。
　この他、館内では豊かな色彩と香りが楽しめる華やかな蘭装飾が各所に施され、来場者の心を癒してくれ
ます。また、会場内ではランに関するワークショップや子どもも楽しめるスタンプラリーなど、たくさんの関
連イベントが開催されます。子どもから大人まで楽しみながら蘭に親しむことができますので、皆様のご来
場をお待ちしております。開催概要は以下の通りです。

出展概要 ※沖縄国際洋蘭博覧会2025(R7.1開催)　実施結果より
【出展者】
　国･地域別 ： 国外:７か国1地域、国内:28都道府県、県内:17市町村
　出展部門別 ： 鉢物264名、切花11名、ディスプレイ19団体、フラワーデザイン70名
【会場における蘭の展示総数】　20,432点

【関連催事】
ランに関する講演会、ランの栽培教室、ラ
ンの栽培相談コーナー、フラワーアレンジ
メント教室、いけばな展、フォトジェニック
な空間演出（ラントンネルなど）、ランプレ
ゼントクイズ、君もラン博士（スタンプラ
リー）、ボディジュエリー、展示即売会など

か   き
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沖縄総合事務局 広報誌／第423号

公式Website

https://www.ogb.go.jp @okisokyoku

公式Facebook

@okisou.naikakufu

公式YouTube

@user-
ws3tz3zr3x
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内閣府
沖縄総合事務局
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January -February

1 2 2 0 2 6
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






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





https://www.maff.go.jp/j/shokusan/gi_act/outline/sensiyou_tebiki.pdf

特集 ● 2026年１月１日施行　
　下請法は「取適法」に変わりました！
● “つぎんちゅ”がつなぐ！地域のミライ
　～令和７年度事業承継啓発月間報告～
● バリアフリー教室・移動等円滑化評価会議
　 沖縄分科会の開催
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